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〇町長あいさつ 

 

寒川町では、公共施設の現状や今後の人口推計、施設の更新に要する費用を

明らかにした「寒川町公共施設等白書」を基礎資料として、2017年 3月に 40

年後を見据えた公共施設等の在り方に関する基本方針を定めた「寒川町公共施

設等総合管理計画」を策定いたしました。 

本計画は、「寒川町公共施設等総合管理計画」の実行プランにあたるもので

あり、「公共施設の老朽化対策」と「対策実施費用の資金調達」の両面から慎

重に検討を重ねてまいりました。 

令和 3年に策定した計画からこれまで、コロナ禍を経て社会構造も大きく変

化し、また、再編計画の基本方針に基づいた個別施設の取組みも進展してきて

おります。 

町を取り巻く社会経済環境の変化と、喫緊の課題である町立小中学校の再

編・更新を進めるため、町では新たな人口推計と財政推計を作成し、長期的な

視点から学校施設の最適配置を検討してまいりました。 

今回の改定においては、以下の 3つの項目をポイントとして進めました。 

・現行計画の 9つの基本方針について、整備が完了した施設や今後検討を要

する施設が混在しているため、基本方針の点検を行いました。 

・施設の朽化の進行や実施時期の前倒し等に伴い、個別施設ごとの対策実施

内容を点検しました。 

・新たな人口推計や財政推計の他、前述の点検結果を基に整理した再編計画

の対策実施費用を盛り込んだ町の財政シミュレーションを行い、町立小中

学校の再配置について検討しました。 

 

今後は、小中学校の再編を中心とした施設再編の実行段階に入りますので、

学校適正化の検討経過を踏まえ、施設の複合化・集約化を積極的に進めてまい

ります。 

最後に、再編計画の改定にあたり貴重なご意見を賜りました「公共施設再編

計画進行管理委員会」の皆様に心より感謝申し上げます。今後とも町民の皆様

にご安心いただける行政サービスの提供に努めてまいりますので、引き続きの

ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

令和７年３月  寒川町長  木村 俊雄 
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第１章 公共施設再編計画策定の背景・目的・位置付け      

（１）公共施設再編計画策定の背景と目的 

本町が所有、管理する小中学校や公民館等の公共施設や、庁舎等の公用施

設の多くは、昭和 40 年代後半から昭和 50年代にかけての「人口増加期」に

その多くが整備されました。公共建築物の約６割が建築後 35 年以上経過し

て（図１参照）老朽化が進展し、今後、多くの施設で建替えなどの更新時期

が一斉に到来します。 

 

 

一方で、町の人口は今後 40年間で１万人以上減少します。特に、15歳か

ら 64 歳のいわゆる「働き世代」の方々も約 1 万 3 千人減少することで「町

税収入の減収」が予測されます。また、高齢化率が約 28%（2025年時点）か

ら約 38%（2065年時点）へ上昇する（２ページ図２参照）ことで、医療や介

護、福祉などの経費である「社会保障費の増加」も予想されています。「町

税収入の減少と社会保障費の増加」により、町の財政はさらに厳しくなると

予測されます。本町では、2015年度（平成 27年度）に町が所有、管理する

公共建築物と、道路や下水道などのインフラ資産の現状を把握した「寒川町

公共施設等白書」を作成、公表し、「全ての資産を造り替えるには 789 億円

を要すること」、「多額な投資が必要になるのと同時に 2033年には約 22億円

の資金不足になること」が判明しました。 

図１公共施設の建設時期と延べ床面積（㎡） 

出典：2016年３月公表「寒川町公共施設等白書」 

全体の約６割が建築後３５年以上 
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  図２：寒川町の将来人口推計 （出典：寒川町人口ビジョン（令和 6 年 12 月改定）より） 

この現状把握結果を受け、2016年度（平成 28年度）には、長期的な視点

を持ち 

１．行政が維持する施設の優先順位付け（法令上の設置義務等の再確認） 

２．学校教育施設の複合化・多機能化（ストックの有効活用） 

３．インフラ資産の効率的な維持管理・補修（予防保全的修繕の実施） 

の３点を基本方針として資金不足を回避する「寒川町公共施設等総合管 

理計画」を策定しました。 

今回改定する「寒川町公共施設再編計画」は、個別施設に対する今後の対

策実施事項を年度別に示すために策定した、公共建築物に関する「総合管理

計画の実行プラン」となります。 

 

（２）「公共施設等総合管理計画」と「公共施設再編計画」との関係 

「公共施設等総合管理計画」は、2016年度（平成 28年度）から 40年間の

長期的な計画です。これに対して「公共施設再編計画」は、公共施設等総合

管理計画の実行プランであるため、実現可能性の高さが求められることから、

財源面からの視点を重視し、15 年から 20 年程度の中期的な計画とします。

計画体系は、３ページの図 3のとおりです。 

18ページ、「第２章 （２）計画期間」に記載のとおり、中期的な計画で

ある本計画においても、４年ごとの見直しを実施し、社会経済情勢の変化に

対応することとします。  
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図３：計画体系のイメージ図  
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寒川町公共施設再編計画 

・舗装維持修繕計画 

・橋りょう長寿命化修繕計画 

・下水道事業ストック 

マネジメント計画 

・花川用水路機能保全計画 

・宮田排水路機能保全計画 

町全体の方針との整合 

各資産所管課が計画策定 
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（３）公共施設再編計画の改定について 

公共施設再編計画は、策定から 4年が経過し、社会情勢の変化や、町の

最上位計画である「寒川町総合計画」の財源面の裏付けとなる「財政計

画」との整合、また、新たな人口推計により見直しを行った、町立小・中

学校の再配置の判断を受けて、計画の改定を行いました。 

 

【計画改定のポイント】 

①現行計画「９つの基本方針」の点検 

公共施設再編計画 16年間の基本方針として定めた、９つの方針につい

て、すでに整備が完了したものと、引き続き検討を要するものが混在し

ているため、基本方針の見直しの有無について点検を行いました。 

 

②個別施設ごとの対策実施内容の点検 

個別施設ごとの対策実施内容について、老朽化の進行などによる実施

時期の前倒し等の確認や、対策実施費用の見直し、新たな追加項目の必

要性等について点検を行いました。 

 

③新たな財政推計及び人口推計に基づく計画の見直し 

コロナ禍等を経た社会の構造変化に合わせて、新たな財政推計・人口

推計に基づき、見直しを図った対策実施費用を当てはめて、自律的行財

政運営の可能性の検証（財政シミュレーション）を行いました。 

また、その結果を受けて町立小中学校再配置に関する検討を行いまし

た。 

 

（４）公共施設再編計画改定版の修正について 

   公共施設再編計画に基づき施設の再編を進めていく中で、新たに令和 7

年度に、（仮称）寒川町ストリートスポーツパーク及び（仮称）相模川一

之宮公園整備運営事業の実施と、昨今の猛暑に伴う学習環境の改善・避難

所としての機能向上を目的とした、小中学校体育館と執務室への空調設備

設置工事の実施が決まりました。 

これらの費用増加に伴い財政シミュレーションの見直しの必要性が生じ

たため、両費用を盛り込んだ上で、改めて財政シミュレーションを実施

し、町の財政状況の検証を行いました。 

   その他、令和 8年 3月に茅ヶ崎市消防署宮山出張所が完成したことに伴

い、その内容を追加しました。 
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第２章 公共施設再編計画の対象施設・計画期間         

（１）対象施設の類型・一覧表 

   ①地域活動施設    

 
図４：地域活動施設（＝地域集会所）の配置図 
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   表１：地域活動施設（＝地域集会所）一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内には地域集会所が 12 箇所あり、全て町有施設です。「寒川町地域集会

施設整備要綱第２条」において、「集会施設の設置は 500 世帯を超える地域

に１施設を基準」としています。なお、「地区集会所」は、自治会や町内会が

保有する建物のため、本計画の対象外とします。 

2026 年

4月1日現在

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 中

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

22

22

22

34

1985

1985

1986

1987

41

41

40

39

34
鉄骨造
２階建

206 1991 35

耐震
診断

劣化度

施設名称 構造
床面積
(㎡)

建築年
経過年数

法定
耐用
年数

耐震
基準

耐震
補強

199

204

木造
１階建

木造
１階建

木造
２階建

鉄骨造
２階建

鉄骨造
２階建

木造
１階建

鉄骨造
２階建

鉄骨造
２階建

木造
１階建

102

101

180

115

217 36

小谷地域集会所

大曲地域集会所

34

22

34

34

33

1990

1992

1993

木造
２階建

木造
１階建

131

215

271

196

田端地域集会所

筒井地域集会所

一之宮地域集会所

倉見地域集会所

大蔵地域集会所

1995

1997

1999

2009 22

34

22

22

31

29

27

17

宮山地域集会所

小動地域集会所

倉見大村地域集会所

岡田地域集会所

中瀬地域集会所

大蔵地域集会所 大曲地域集会所 
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②保健福祉施設 

 
図５：保健福祉施設の配置図 
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   表２：保健福祉施設一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健福祉施設は、計 8 箇所あり、健康増進、障がい福祉の向上、高齢 

者の社会参加促進、小学校授業終了後の子どもたちの遊びと生活の場の提

供など、社会保障制度を担う施設となっています。あおぞらクラブとわん

ぱくクラブ（ともに学童保育）については、小学校の余裕教室を活用し、

学校との複合施設となっています（10 ページ表 3 参照）。 

 

2026 年

4月1日現在

旧 実施済

不要 中

新 不要

不要 高

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要
（学童保育） 不要 －

新 －

－ －

新 不要

不要 中

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

旧 実施済

実施済 －

子育てサポートセンター

（賃借物件※３階部分を借用）

星の子クラブ・おひさまクラブ

たんぽぽクラブ
（学童保育）

げんきっ子クラブ
(学童保育)

福祉活動センター

ひまわり教室

ふれあいセンター

34
鉄骨造
１階建

168 2016 10

34
鉄骨造
２階建

1,104 2003 23

38

鉄骨造
１階建

112 2005

鉄骨造
３階建

286 1973 53 34

21 34

鉄骨造
２階建

665 1987 39

34

鉄骨造
１階建

51 2000 26 34

鉄骨造
１階建

121 2012 14

鉄骨造
３階建

1,240 1990 36 38

施設名称 構造
床面積
(㎡)

建築年
経過年数

耐震
基準

耐震
診断

耐震
補強

劣化
度

ＲＣ造
２階建

604 1981 45

法定
耐用
年数

50健康管理センター 旧館

新館

わかばクラブ
(学童保育)

鉄骨造
１階建

101 2021 5 34

福祉活動センター わかばクラブ 
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③学校教育施設 

 
図６：学校教育施設配置図 
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ア 小学校 

   表３：小学校施設一覧 

 

2026 年

4月1日現在

旧 実施済

実施済 低

旧 実施済

不要 低

新 不要

不要 低

旧 実施済

実施済 低

旧 実施済

実施済 中

旧 実施済

実施済 高

旧 実施済

不要 低

新 不要

不要 中

旧 実施済

実施済 低

旧 実施済

実施済 高

旧 実施済

不要 低

旧 実施済

不要 低

新 不要

不要 低

旧 実施済

実施済 低

旧 実施済

実施済 低

旧 実施済

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 中

新 不要

不要 低
32 47

南小学校

体育
館

ＲＣ造
２階建

1,213 1994

32 47

教室
棟

ＲＣ造
３階建

2,414 1994 32 47

管理
棟

ＲＣ造
３階建

4,139 1994

46 47

体育
館

鉄骨造
２階建

835 1980 46 34

小谷小学校
（げんきっ子クラブ
＝学童含む）

教室
棟

ＲＣ造
４階建

2,538 1980

管理
棟

ＲＣ造
４階建

3,026

耐震
診断

耐震
補強

劣化度

ＲＣ造
３階建

3,347 1969 57

施設名称 構造
床面積
(㎡)

建築年
経過年数

法定
耐用
年数

47
寒川小学校
（あおぞらクラブ＝
学童・町民センター
分室含む）

南棟

北棟

給食
棟

体育
館

鉄骨造
２階建

859 1970 56 34

鉄骨造
２階建

1,183 1990 36 34

1980 46 47

耐震
基準

ＲＣ造
３階建

2,173 1975 51

鉄骨造
２階建

1,203 1991 35 34

47

ＲＣ造
３階建

779 1987 4139

ＲＣ造
１階建

434 1979 47

47

ＲＣ造
３階建

3,555 1966 60 47

ＲＣ造
３階建

3,755 1981 45

41

47

ＲＣ造
１階建

1977 49 41

ＲＣ造
３階建

1976 50

47

ＲＣ造
３階建

2,941 1970 56 47

ＲＣ造
３階建

634 1966 60

1,565

397

一之宮小学校
（わんぱくクラブ＝
学童・文化財学習セ
ンター含む）

南棟

北棟

給食
棟

体育
館

旭小学校 南棟
Ａ

南棟
Ｂ

北棟

給食
棟

体育
館
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イ 中学校 

   表４：中学校施設一覧 

 
 

 

 

 

  

2026 年

4月1日現在

旧 実施済

実施済 中

旧 実施済

実施済 低

旧 実施済

未了 高

新 不要

不要 低

旧 実施済

不要 低

旧 実施済

実施済 中

旧 実施済

実施済 中

旧 実施済

実施済 低

旧 実施済

実施済 低

新 不要

不要 中

新 不要

不要 高

新 不要

不要 低

47

ＲＣ造
２階建

1,780 1989 37 47

372,979 1989

寒川東中学校
南棟

北棟

体育
館

ＲＣ造
３階建

34

ＲＣ造
５階建

3,524 1989 37 47

52
鉄骨造
２階建

1,136 1974

旭が丘中学校 南棟
Ａ

南棟
Ｂ

北棟

技術
棟

体育
館

47

鉄骨造
１階建

297 1972 54 34

ＲＣ造
４階建

3,368 1972 54

47

ＲＣ造
３階建

1,654 1981 45 47

ＲＣ造
３階建

2,109 1974 52

47

47

1,422 1999 27 47

481,120 1978 47

耐震
基準

耐震
診断

耐震
補強

劣化度

法定
耐用
年数

ＲＣ造
４階建

4,162 1979 47
寒川中学校

南棟

北棟

技術
棟

体育
館

3,482 1978 48
ＲＣ造
４階建

ＲＣ造
２階建

ＲＣ造
２階建

施設名称 構造
床面積
(㎡)

建築年
経過年数

小谷小学校 寒川中学校 
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ウ その他学校教育施設 

   表５：その他学校教育施設一覧 

 

学校教育施設は、小学校 5 校、中学校 3 校の計 8 校あります。このう

ち、寒川小学校は、町民センター分室と学童保育との複合施設、一之宮

小学校は、学童保育と文化財学習センターとの複合施設となっていま

す。学校給食の調理などをおこなう寒川学校給食センターは、2023 年 3

月に設置し、同年 8 月より供用を開始しました。 

  

2026 年

4月1日現在

新 －

－ －

新 －

－ －
設備棟

耐震
基準

耐震
診断

耐震
補強

劣化度

施設名称 構造
床面積
(㎡)

建築年
経過年数

法定
耐用
年数

寒川学校給食センター 給食セ
ンター

鉄骨造
３階建

3 38

3 313,508 2023

鉄骨造
１階建

179 2023

寒川学校給食センター 
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④文化・スポーツ施設 

 
図７：文化・スポーツ施設配置図 
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   表６：文化・スポーツ施設一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化・スポーツ施設は、計 10 施設あります。町民センター分室は、寒川

小学校内、文化財学習センターは一之宮小学校内の複合施設となっています

（10 ページ表 3 参照）。町営プールは、2021 年に、寒川町営さむかわテニス

コートは 2023 年にそれぞれリニューアルオープンしています。  

2026 年

4月1日現在

旧 実施済

実施済 中

旧 実施済

不要 高

新 不要

不要 中

新 不要

不要 低

新 不要

不要 高

新 不要

不要 －

新 －

－ －

－ －

－ －

新 －

－ －

町民センター

北部文化福祉会館
（北部公民館）

南部文化福祉会館
（南部公民館）

寒川総合図書館
（文書館含む）

寒川総合体育館

寒川町営プール

管理棟

器具庫

田端スポーツ公園
（管理棟）

寒川町営さむかわ
テニスコート
（借地）

50
ＲＣ造
１階建

45 2014 12

31

－ 3,813 2023 3 －

鉄骨造
１階建

65 2021 5

ＲＣ造１階建
/地下１階

745 1985 41 50

ＲＣ造４階建
／地下１階 10,026 1997 4729

50

ＳＲＣ造４階
建

／地下１階
4,707 2006 20 50

ＲＣ造
２階建

1,498 1983 43

法定
耐用
年数

50

ＲＣ造
２階建

1,188 1982 44 50

耐震
基準

耐震
診断

耐震
補強

劣化度

ＲＣ造３階建
／地下１階 3,592 1979 47

施設名称 構造
床面積
(㎡)

建築年
経過年数

町民センター 寒川総合図書館 
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⑤行政・環境・消防施設 

 
図８：行政・環境・消防施設配置図 
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   表７：行政・環境・消防施設一覧（その１） 

 

2026 年

4月1日現在

寒川町役場 旧 実施済

実施済 高

旧 実施済

不要 中

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

旧 未了

未了 中

寒川町美化センター 新 不要

不要 －

新 不要

不要 －

新 不要

不要 －

新 不要

不要 －

新 不要

不要 －

新 不要

不要 －

新 不要

不要 －

新 不要

不要 中

新 －

－ －
50

茅ヶ崎市消防署宮山出張所

660 2026 0
ＲＣ造
２階建

茅ヶ崎市消防署寒川分署

現業棟

・

車庫

車庫

工場棟

・

管理棟

リサイ

クル棟

計量
棟

ポンプ

室

東屋

寒川広域リサイクル
センター

持込受

付棟

50
ＳＲＣ造
３階建

1,766 1990 36

31

鉄骨造
１階建

8 2012 14 31

14
鉄筋造
１階建

6 2012

31

鉄骨造
１階建

111 2012 14 31

鉄骨造
１階建

24 2012 14

ＳＲＣ造
２階建

4,199 2012 14 38

ＲＣ造
１階建

45 1995 3831

31

ＲＣ造２階建
/地下１階 2,313 1995 31 38

50

本庁
舎

分庁
舎

別館

東分
庁舎

ＲＣ造５階建
／地下１階 4,068 1976

ＲＣ造
２階建

702

鉄骨造
２階建

556 1976

1975

38

鉄骨造
２階建

630 2000 26 38

鉄骨造
３階建

1,059 1986 40

51

耐震
基準

耐震
診断

耐震
補強

劣化度

50

法定
耐用
年数

50

50

施設名称 構造
床面積
(㎡)

建築年
経過年数
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    表８：行政・環境・消防施設一覧（その２） 

 

行政・環境・消防施設は、役場庁舎をはじめ 16 施設あります。 

一般廃棄物処理施設である美化センターと広域リサイクルセンターにつ

いては、茅ヶ崎市との広域処理施設となっています。 

また、広域リサイクルセンターについては、2031 年（令和 13 年）までの

間、修繕を含めた「長期包括運営責任業務委託」により施設運営を行ってい

ます。 

2026 年

4月1日現在

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

新 不要

不要 低

旧 実施済

不要 －

大蔵消防車庫待機室
（第９）

中瀬分団車庫待機室
（第１０）

一之宮分庁舎
（旧寒川交番）

岡田消防車庫
（第４）

小谷消防車庫
（第５）

小動消防車庫
（第６）

宮山分団車庫待機室
（第７）

倉見消防車庫
（第８）

50
ＲＣ造
１階建

58 1980 46

25

鉄骨造
２階建

62 1987 39 31

軽量鉄骨造
１階建

54 1991 35

31

鉄骨造
１階建

66 1999 27 31

鉄骨造
１階建

55 1989 37

25

鉄骨造
１階建

52 1984 42 31

軽量鉄骨造
１階建

52 1985 41

31

鉄骨造
１階建

55 1989 37

耐震
診断

耐震
補強

劣化度

軽量鉄骨造
１階建

59 1987 39

法定
耐用
年数

25

構造
床面積
(㎡)

建築年
経過年数

一之宮消防車庫待機室
(第２)

田端分団車庫待機室
（第１）

大曲分団車庫待機室
（第３）

耐震
基準

施設名称

軽量鉄骨造
１階建

55 1987 39 25

31

鉄骨造
２階建

66 2000 26
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（２）計画期間 

本計画の計画期間は、2025 年度（令和 7 年度）から 2036 年度（令和 18 年

度）までの 12 年間とします。 

2016 年度（平成 28 年度）に策定した「寒川町公共施設等総合管理計画」

は、2055 年度（令和 37 年度）までの 40 年間の長期間を計画期間としてい

ます。本計画は、「総合管理計画の実行プラン」であり、実現可能性を確保

する観点から中期的な期間を設定しました。 

また、町の最上位計画である「寒川町総合計画」や、総合計画の財源面の

裏付けとなる「財政計画」との整合を図るために、「総合計画の実施計画期

間にあたる 4 年間」を一つのスパンとして捉え、本計画においても 2025 年

度から 4 年単位の見直しを行うこととします。 

 

 
  図９：計画期間のイメージ 
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第３章 公共施設再編計画を取り巻く現状と課題         

（１）対象施設内における実施事業の概要 

①地域活動施設 

    表９：地域活動施設（＝地域集会所）の施設内実施事業一覧 

施設名称 施設内実施事業等 

宮山地域集会所 

・地域住民の連帯感の育成と、地域文 

 化活動の推進に寄与するために設置。 

 

・自治会活動による利用が中心のほか 

 地域住民の交流スペースでもある。 

 

・地域集会所運営委員会連絡協議会が 

 指定管理者となり維持管理。 

小動地域集会所 

倉見大村地域集会所 

岡田地域集会所 

中瀬地域集会所 

田端地域集会所 

筒井地域集会所 

一之宮地域集会所 

倉見地域集会所 

大蔵地域集会所 

小谷地域集会所 

大曲地域集会所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岡田地域集会所 田端地域集会所 



- 20 - 
 

②保健福祉施設 

    表 10：保健福祉施設の施設内実施事業一覧 

施設名称 施設内実施事業等 

健康管理センター 

・町民の健康増進、疾病予防を図り、 

 公衆衛生の向上に資するために設置 

・検診や健診、健康増進や子育てに関 

 する教室などの実施。 

・社会福祉協議会、ボランティアセン 

 ターの事務所として使用。 

・社会福祉協議会が指定管理者となり 

 維持管理。 

わかばクラブ・たんぽぽ

クラブ 

（旭小学校区学童保育） 
・小学校の授業終了後に適切な遊びと 

 生活の場を提供するために設置。 

・保護者が労働等により日中家庭にいな 

 い小学生が対象。 

・維持管理は町が行っているが、運営 

 は NPO 法人へ委託。 

げんきっ子クラブ 

（小谷小学校区学童保育） 

星の子クラブ・おひさま

クラブ 

（南小学校区学童保育） 

福祉活動センター 

・障がい者の福祉の向上、福祉活動者 

 の福祉増進のために設置。 

・障害者総合支援法による就労支援事 

 業などで使用。 

・社会福祉法人が、指定管理者として 

 維持管理。 

ひまわり教室 

・障がい児等の日常生活における基本的 

な動作の指導、集団生活への適応訓練 

 などを行うために設置。 

・児童福祉法に基づき、発達に心配の 

 ある地域の未就学児の成長を助長す 

 る療育を実施。 

・町の直営による維持管理運営。 
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ふれあいセンター 

・高齢者の社会参加、地域の交流を行

い、介護予防の推進のために設置・高

齢者向け体操教室、カラオケ教室、作

業研修などを実施。 

・シルバー人材センターが指定管理者と

して維持管理。 

子育てサポートセンター 

（賃借物件） 

・子育て家庭に対する育児相談や育児 

 に関する援助事業を実施するために 

 設置。 

・子育てに関する相談や仲間づくり、 

 会員同士が地域で進める相互支援活 

 動、保育所や幼稚園の利用相談など 

 を実施。 

・運営は法人へ委託。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健康管理センター ふれあいセンター 
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③学校教育施設    

    表 11：学校教育施設の施設内実施事業一覧 

施設名称 施設内実施事業等 

寒川小学校 

・子の心身の発達に応じ、義務教育と 

 して行われる普通教育のうち、基礎 

 的なものを実施するために設置。 

・義務教育として行われる学校教育の 

 ほか、授業を行わない時間帯は、体 

 育館とグラウンドを町民向けに開放 

 している。 

町民センター分室 

（寒川小学校内） 

・町民の文化的教養を高められるような

環境を醸成するため公民館として設

置。 

・主に公民館サークルの活動場所として

活用。 

・指定管理者による維持管理運営。 

・校舎の余裕教室を活用。 

一之宮小学校 

・子の心身の発達に応じ、義務教育と 

 して行われる普通教育のうち、基礎 

 的なものを実施するために設置。 

・義務教育として行われる学校教育の 

 ほか、授業を行わない時間帯は、体 

 育館とグラウンドを町民向けに開放 

 している。 

文化財学習センター 

（一之宮小学校内） 

・学術及び地域文化の発展に寄与し、 

 文化遺産の保護を図るため設置。 

・文化財の保存、整理、普及啓発、 

 公開などを実施。 

旭小学校 
・子の心身の発達に応じ、義務教育と 

 して行われる普通教育のうち、基礎 

 的なものを実施するために設置。 

・義務教育として行われる学校教育の 

 ほか、授業を行わない時間帯は、体 

 育館やグラウンド等を町民向けに開 

放している。 

小谷小学校 

南小学校 
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あおぞらクラブ 

（寒川小学校区学童保育） 

（寒川小学校内） 

わんぱくクラブ 

（一之宮小学校区学童保育） 

（一之宮小学校内） 

げんきっこクラブ 

（小谷小学校内） 

・小学校の授業終了後に適切な遊びと 

 生活の場を提供するために設置。 

・保護者が労働等により日中家庭にいな 

 い小学生が対象。 

・維持管理は町が行っているが、運営 

 は NPO 法人へ委託。 

・校舎の余裕教室を活用。 

寒川中学校 
・小学校での教育の基礎の上に、子の 

 心身の発達に応じて、義務教育とし 

 て行われる普通教育を実施するため 

 に設置。 

・義務教育として行われる学校教育の 

 ほか、授業を行わない時間帯は、体 

 育館とグラウンドを町民向けに開放 

 している。 

旭が丘中学校 

寒川東中学校 

寒川学校給食センター 

・児童及び生徒の心身の健全な発達を 

図るとともに町民の食育の推進を図 

るために設置。 

・1、2 階は学校給食の調理、洗浄エ 

リア、3 階は食育のために使用できる 

食育ホール。 

・調理エリアの見学を実施。 

・町の直営による維持管理運営。 
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④文化・スポーツ施設 

 表 12：文化・スポーツ施設の施設内実施事業一覧 

施設名称 施設内実施事業等 

町民センター 

・町民の文化的教養を高められるような

環境を醸成するため公民館として設

置。 

・社会教育活動の展示・発表の場として

使用。 

・指定管理者による維持管理運営。 

北部文化福祉会館 

（北部公民館） 

・町民の文化的教養を高められるような

環境を醸成するため、公民館として設

置。老人福祉の増進を図り教養文化の

向上に資するために設置。 

・乳幼児から高齢者まで幅広い層を対象 

に様々なテーマの講座、イベントなど 

の開催。 

・指定管理者による維持管理運営。 

南部文化福祉会館 

（南部公民館） 

寒川総合図書館 

（文書館含む） 

・町民の教育と文化の発展に寄与するた

めに設置。 

・資料収集、提供、図書に関するリクエ

スト、レファレンス等を実施。読書

会、資料展示などを企画、実施。 

・指定管理者による維持管理運営。 

寒川総合体育館 

・町民の健康増進と体力向上を図るた 

 めに設置。 

・体育協会関係大会（空手道大会、フ 

 ットサル大会など）の開催。 

・指定管理者による維持管理運営。 

寒川町営プール 

・町民の体位の向上及び心身の健全な 

発達に寄与するために設置。 

・2021 年 7 月リニューアルオープン。 

・3 種類のプールと多目的広場を有する。 

・指定管理者による維持管理運営。 

・土地は県企業庁所有。 
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寒川町営さむかわ 

テニスコート 

・町民の心身の発達に寄与するために 

 設置。 

・2023 年 5 月リニューアルオープン。 

・テニスコート 4 面を有する。 

・指定管理者による維持管理運営 

・土地は県企業庁所有。 

田端スポーツ公園 

（管理棟） 

・町民の心身の発達に寄与するために 

 設置。 

・野球場 2 面、陸上トラック、サッ 

 カー場、ペタンク、多目的広場を有 

 する。 

・指定管理者による維持管理運営。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
寒川町営さむかわテニスコート 

寒川町営プール 
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⑤行政・環境・消防施設 

 表 13：行政・環境消防施設の施設内実施事業一覧 

施設名称 施設内実施事業等 

寒川町役場 
・地方公共団体の事務所として設置。 

・行政サービスの提供拠点。 

寒川町美化センター 

・し尿及び浄化槽汚泥を衛生的に処理 

 するために設置。 

・茅ヶ崎市との広域処理施設。 

寒川広域リサイクル 

センター 

・資源物の再資源化を行うために設置。 

・ビン、カン、ペットボトル、容器プ 

 ラスチックなどの再資源化を行うため  

の中間処理施設。 

・茅ヶ崎市との広域処理施設。 

茅ヶ崎市消防署寒川分署 

・町区域における消防を果たすために 

 設置。 

・消防や救急の拠点として、消防の広 

 域化後、茅ヶ崎市消防本部が使用し 

ている。 

茅ヶ崎市消防署宮山出張

所 

田端分団車庫待機室（第１） 

・町区域における消防を果たすために 

 設置。 

 

・それぞれの地域において、災害から 

町民の生命、財産を守るための拠点 

であり、消防訓練、火災予防運動を 

行うほか、自主防災組織との連携に 

より、地域防災力の向上に寄与して 

いる。 

一之宮消防車庫待機室（第２） 

大曲分団車庫待機室（第３） 

岡田消防車庫（第４） 

小谷消防車庫（第５） 

小動消防車庫（第６） 

宮山分団車庫待機室（第７） 

倉見消防車庫（第８） 

大蔵消防車庫待機室（第９） 

中瀬分団車庫待機室（第１０） 

一之宮分庁舎 

（旧寒川交番） 

・地方公共団体の事務所として設置。 

・行政サービスの提供拠点。 

 

  



- 27 - 
 

（２）対象施設の現状 

町では 58 施設、88 棟の公共施設を維持、管理しています（借用物件を含み、

複合施設はそれぞれを 1 つの施設として捉えています＝例：寒川小学校内に

ある町民センター分室は、小学校とは別の施設として捉える）。 

１ページ、「第１章 公共施設再編計画策定の背景・目的・位置付け」にて

記載のとおり、町が保有する施設の 6 割以上が建築後 35 年以上を経過してお

り、劣化が進行し、現状を修繕する場合においても多額の費用を要する状況と

なっています。 

      

①貸出施設の利用率 

    ＊利用率は、「貸出実績コマ数÷貸出可能コマ数」にて算出しており、役場庁舎な

ど貸し出しを行っていない施設は除いています。 

 

   ア 地域活動施設    
   表 14：地域活動施設（＝地域集会所）利用率一覧 

 

 

単位：％

施設名 機能名
R3年度
利用率

R4年度
利用率

R5年度
利用率

R6年度
利用率

利用率
4年平均

（単純平均）
ホール 20 27
和室（1F） 6 23.5
和室（2F) 11 24.75

小動地域集会所 ※全体を1として貸出 28 43 17 21 27.25
倉見大村地域集会所 ※全体を1として貸出 15 12 7 9 10.75
岡田地域集会所 ※全体を1として貸出 27 71 19 20 34.25

会議室 ※2部屋を1部屋として貸出 36 39 29.25
和室 21 18 20.25
集会所 ※隣接の和室2部屋を含む 18 25.5
和室（1F） 7 22.75
和室（2F） 6 22.5

筒井地域集会所 ※全体を1として貸出 3 20 19 10 13
一之宮地域集会所 ※全体を1として貸出 57 72 22 17 42

ホール 55 58 49.25
和室 5 4 23.25
ホール 25 18 21.75
和室 ※2部屋を1部屋として貸出 17 28 22.25
ホール 34 40 37.48
和室（2F） 41 51 41.98

大曲地域集会所 ※全体を1として貸出 73 37.9 45 47 50.73

38

22

17

22

47

23

倉見地域集会所 37

大蔵地域集会所 21

小谷地域集会所 37.9

田端地域集会所 39 23

宮山地域集会所 52 19

中瀬地域集会所 20
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イ 保健福祉施設 

  表 15：保健福祉施設利用率一覧 

 

 

ウ 文化・スポーツ施設  

  表 16：文化・スポーツ施設利用率一覧 

 

 

 

単位：％

施設名 機能名
R3年度
利用率

R4年度
利用率

R5年度
利用率

R6年度
利用率

利用率
4年平均

（単純平均）
福祉活動センター 大会議室 24.42 24.42 26.1 25.81 25.19

会議室A 68.5 73 70 69 70.13
会議室B 68.94 73 70 69 70.24

ふれあいセンター

単位：％

施設名 機能名
R3年度
利用率

R4年度
利用率

R5年度
利用率

R6年度
利用率

利用率
4年平均

（単純平均）
ホール（定員：851） 20.4 28.2 29.8 29.3 26.93
展示室Ⅰ（定員：140） 51.3 66 72.2 66.6 64.03
展示室Ⅱ（定員：64） 49.8 56.8 62.7 60.9 57.55
視聴覚室（定員：84） 42.9 54.1 62.6 61.3 55.23
会議室（定員：20） 52.3 59.7 61.3 61.3 58.65
講義室Ⅰ（定員：16） 19.5 30.7 32.2 31.6 28.5
講義室Ⅱ（定員：16） 19 30.5 31.6 31.6 28.18
小学習室（定員：20） 20.4 26.8 34.4 33.5 28.78
談話室（定員：12） 27.6 44.3 48.6 40.6 40.28
和室（定員：30） 28.6 34.9 36.3 34.9 33.68
準備室Ⅰ（定員：5） 17.8 25 25.5 26.2 23.63
準備室Ⅱ（定員：5） 17.4 25.5 25.9 25.5 23.58
講師準備室（定員：5） 17.7 27.7 27.4 27.8 25.15
学習室A（定員：30） 44.2 43.5 38.4 36.1 40.55
学習室（定員：30） 41.3 47.3 47.9 41.5 44.5
集会室（定員：100） 69.7 68.36 70.2 71.3 69.89
会議室（定員：30） 23.1 24.6 29.3 28.6 26.4
談話室（定員：15） 22.5 24.8 22.5 18.4 22.05
プレイルーム（定員：10） 7 10.5 11.1 10.9 9.875
和室（定員：25） 8 6 8.3 9 7.825
敬老室（定員：10） 11.2 14.4 10.3 3.7 9.9
機能回復室（定員：30） 25.8 26.1 28.9 28.3 27.28
実習室（定員：15） 0 1.1 2.3 2.3 1.425

町⺠センター

町⺠センター分室

北部公⺠館
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単位：％

施設名 機能名
R3年度
利用率

R4年度
利用率

R5年度
利用率

R6年度
利用率

利用率
4年平均
（単純平

均）
集会室（定員：100） 74.2 75.7 78.7 80.3 77.23
会議室（定員：40） 43.3 44.6 41.4 48 44.33
視聴覚室（定員：25） 22.5 22.7 27.7 29.9 25.7
プレイルーム（定員：15） 14.9 23.4 26.6 27.6 23.13
和室（定員：30） 25.2 25.5 22.5 21.8 23.75
敬老室（定員：15） 26.8 28.3 23.7 30 27.2
機能回復室（定員：10） 30.4 23.8 27 31.9 28.28
実習室（定員：20） 1.2 3.8 3.4 6.2 3.65
ふれあいルーム（定員：10）
メインアリーナ 80 74 80 84 79.50
サブアリーナ 90 83 90 80 85.75
多目的室 87 76 87 90 85.00
会議室（定員：72） 55 45 55 50 51.25
武道場 83 78 83 81 81.25
弓道場 88 84 88 96 89.00
テニスコートA 51.9 - - 55.81 53.86
テニスコートB 44 - - 43.95 43.98
テニスコートC 65 - - 56.68 60.84
テニスコートD 52 - - 20.20 36.10
テニスコートE 35 - - - 35.00
第1野球場 29.4 24.4 22.3 21.8 24.48
第2野球場 32.6 28.2 27.2 27.3 28.83
サッカー場 22.4 20.4 24.10
陸上トラック 10 10.6 18.55
ペタンク場 17 20.9 16.5 14.6 17.25
多目的広場 26.8 21.2 19.3 22.7 22.50

20.6

南部公⺠館

包括支援センターが利用

寒川総合体育館

寒川町営
さむかわテニスコー
ト

田端スポーツ公園
野球場

田端スポーツ公園
多目的運動場

33
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②各施設の管理コスト状況 

表 17：コスト状況一覧（その１） 

 

 

令和3年度 単位：円

施設名称
維持管理費

A
減価償却費

B

総コスト
C

（A+B）

使用料収入
D

維持管理費
収支

（D-A）

総コスト
収支

（D-C）
宮山地域集会所 205,727 1,452,307 1,658,034 6,180 ▲ 199,547 ▲ 1,651,854
小動地域集会所 213,888 1,039,587 1,253,475 0 ▲ 213,888 ▲ 1,253,475
倉見大村地域集会所 213,742 1,040,585 1,254,327 4,110 ▲ 209,632 ▲ 1,250,217
岡田地域集会所 225,273 1,649,589 1,874,862 0 ▲ 225,273 ▲ 1,874,862
中瀬地域集会所 215,785 631,691 847,476 0 ▲ 215,785 ▲ 847,476
田端地域集会所 206,087 1,384,609 1,590,696 0 ▲ 206,087 ▲ 1,590,696
筒井地域集会所 223,369 1,436,204 1,659,573 0 ▲ 223,369 ▲ 1,659,573
一之宮地域集会所 206,021 1,333,284 1,539,305 1,884 ▲ 204,137 ▲ 1,537,421
倉見地域集会所 308,850 1,703,744 2,012,594 0 ▲ 308,850 ▲ 2,012,594
大蔵地域集会所 235,742 1,834,750 2,070,492 0 ▲ 235,742 ▲ 2,070,492
小谷地域集会所 247,304 1,828,500 2,075,804 0 ▲ 247,304 ▲ 2,075,804
大曲地域集会所 237,054 1,615,909 1,852,963 0 ▲ 237,054 ▲ 1,852,963
健康管理センター 10,998,723 14,209,043 25,207,766 8,299 ▲ 10,990,424 ▲ 25,199,467
わかばクラブ（学） 6,254,436 757,322 7,011,758 0 ▲ 6,254,436 ▲ 7,011,758
げんきっ子クラブ（学） 6,953,011 227,441 7,180,452 0 ▲ 6,953,011 ▲ 7,180,452
福祉活動センター 5,083,587 3,633,984 8,717,571 6,800 ▲ 5,076,787 ▲ 8,710,771
ひまわり教室 18,332,148 424,770 18,756,918 650,009 ▲ 17,682,139 ▲ 18,106,909
ふれあいセンター 9,850,358 8,956,835 18,807,193 9,757 ▲ 9,840,601 ▲ 18,797,436
子育てサポートセンター 33,614,262 0 33,614,262 0 ▲ 33,614,262 ▲ 33,614,262
たんぽぽクラブ（学） 5,566,616 953,664 6,520,280 0 ▲ 5,566,616 ▲ 6,520,280
星の子クラブ・
おひさまクラブ（学） 10,832,665 1,413,235 12,245,900 0 ▲ 10,832,665 ▲ 12,245,900
寒川小学校 56,837,614 37,555,527 94,393,141 916,323 ▲ 55,921,291 ▲ 93,476,818
あおぞらクラブ（学） 5,423,223 0 5,423,223 0 ▲ 5,423,223 ▲ 5,423,223
町⺠センター分室 9,960,111 0 9,960,111 0 ▲ 9,960,111 ▲ 9,960,111
一之宮小学校 50,453,123 45,185,695 95,638,818 770,559 ▲ 49,682,564 ▲ 94,868,259
わんぱくクラブ（学） 6,239,009 0 6,239,009 0 ▲ 6,239,009 ▲ 6,239,009
文化財学習センター 3,338,593 0 3,338,593 ▲ 3,338,593 ▲ 3,338,593
旭小学校 75,699,642 33,663,961 109,363,603 345,442 ▲ 75,354,200 ▲ 109,018,161
小谷小学校 66,880,284 33,068,056 99,948,340 346,993 ▲ 66,533,291 ▲ 99,601,347
南小学校 73,476,488 48,190,466 121,666,954 263,414 ▲ 73,213,074 ▲ 121,403,540
寒川中学校 34,726,472 55,040,595 89,767,067 1,078,308 ▲ 33,648,164 ▲ 88,688,759
旭が丘中学校 31,396,738 42,412,619 73,809,357 538,846 ▲ 30,857,892 ▲ 73,270,511
寒川東中学校 25,189,340 42,412,619 67,601,959 464,829 ▲ 24,724,511 ▲ 67,137,130
町⺠センター 73,561,503 25,151,404 98,712,907 10,952 ▲ 73,550,551 ▲ 98,701,955
北部文化福祉会館 24,372,866 10,004,737 34,377,603 9,584 ▲ 24,363,282 ▲ 34,368,019
南部文化福祉会館 30,593,079 9,257,763 39,850,842 11,157 ▲ 30,581,922 ▲ 39,839,685
寒川総合図書館 134,594,761 54,450,711 189,045,472 35,321 ▲ 134,559,440 ▲ 189,010,151
寒川総合体育館 109,691,877 135,690,146 245,382,023 2,145,719 ▲ 107,546,158 ▲ 243,236,304
寒川町営プール 43,040,022 15,550,933 58,590,955 339,015 ▲ 42,701,007 ▲ 58,251,940
さむかわ庭球場 5,749,116 0 5,749,116 2,336,200 ▲ 3,412,916 ▲ 3,412,916
田端スポーツ公園 10,989,551 446,495 11,436,046 0 ▲ 10,989,551 ▲ 11,436,046

地
域
活
動
施
設

健
康
福
祉
施
設

学
校
教
育
施
設

文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
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寒川町役場 100,446,729 27,435,565 127,882,294 141,828 ▲ 100,304,901 ▲ 127,740,466
寒川町美化センター 70,050,849 53,014,219 123,065,068 9,811 ▲ 70,041,038 ▲ 123,055,257
寒川広域リサイクル
センター 298,773,109 39,530,566 338,303,675 185,925 ▲ 298,587,184 ▲ 338,117,750
茅ヶ崎市消防署 寒川分署 26,582,631 14,530,318 41,112,949 0 ▲ 26,582,631 ▲ 41,112,949
田端分団車庫待機室（第1） 38,030 370,355 408,385 0 ▲ 38,030 ▲ 408,385
一之宮消防車庫待機室（第2） 82,608 274,982 357,590 0 ▲ 82,608 ▲ 357,590
大曲分団車庫待機室（第3） 39,070 378,919 417,989 0 ▲ 39,070 ▲ 417,989
岡田消防車庫（第4） 57,559 487,742 545,301 0 ▲ 57,559 ▲ 545,301
小谷消防車庫（第5） 61,808 299,067 360,875 0 ▲ 61,808 ▲ 360,875
小動消防車庫（第6） 79,673 422,248 501,921 0 ▲ 79,673 ▲ 501,921
宮山分団車庫待機室（第7） 56,836 482,081 538,917 0 ▲ 56,836 ▲ 538,917
倉見書房車庫（第8） 96,470 370,060 466,530 0 ▲ 96,470 ▲ 466,530
大蔵消防車庫待機室（第9） 51,393 490,280 541,673 0 ▲ 51,393 ▲ 541,673
中瀬分団車庫待機室（第10） 25,593 351,546 377,139 0 ▲ 25,593 ▲ 377,139
一之宮分庁舎
（旧寒川交番） 8,677,283 158,968 8,836,251 0 ▲ 8,677,283 ▲ 8,836,251

1,487,557,701 774,205,696 2,261,763,397 10,637,265 ▲ 1,476,920,436 ▲ 2,251,126,132

（学）…学童保育

合計

行
政
・
環
境
・
消
防
施
設

令和3年度 単位：円

施設名称
維持管理費

A
減価償却費

B

総コスト
C

（A+B）

使用料収入
D

維持管理費
収支

（D-A）

総コスト
収支

（D-C）
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表 18：コスト状況一覧（その２） 

 
 

 

 

 

令和4年度 単位：円

施設名称
維持管理費

A
減価償却費

B

総コスト
C

（A+B）

使用料収入
D

維持管理費
収支

（D-A）

総コスト
収支

（D-C）
宮山地域集会所 205,727 1,452,307 1,658,034 0 ▲ 205,727 ▲ 1,658,034
小動地域集会所 213,888 0 213,888 0 ▲ 213,888 ▲ 213,888
倉見大村地域集会所 213,742 0 213,742 0 ▲ 213,742 ▲ 213,742
岡田地域集会所 225,273 0 225,273 0 ▲ 225,273 ▲ 225,273
中瀬地域集会所 215,785 0 215,785 0 ▲ 215,785 ▲ 215,785
田端地域集会所 206,414 1,384,609 1,591,023 0 ▲ 206,414 ▲ 1,591,023
筒井地域集会所 233,693 0 233,693 5,640 ▲ 228,053 ▲ 228,053
一之宮地域集会所 206,021 1,333,284 1,539,305 10,554 ▲ 195,467 ▲ 1,528,751
倉見地域集会所 319,850 1,703,744 2,023,594 0 ▲ 319,850 ▲ 2,023,594
大蔵地域集会所 243,880 0 243,880 0 ▲ 243,880 ▲ 243,880
小谷地域集会所 244,990 0 244,990 0 ▲ 244,990 ▲ 244,990
大曲地域集会所 238,179 1,615,909 1,854,088 0 ▲ 238,179 ▲ 1,854,088
健康管理センター 10,998,723 14,209,043 25,207,766 7,743 ▲ 10,990,980 ▲ 25,200,023
わかばクラブ（学） 6,811,951 757,322 7,569,273 0 ▲ 6,811,951 ▲ 7,569,273
げんきっ子クラブ（学） 4,380,223 227,441 4,607,664 0 ▲ 4,380,223 ▲ 4,607,664
福祉活動センター 5,233,587 3,633,984 8,867,571 0 ▲ 5,233,587 ▲ 8,867,571
ひまわり教室 18,000,824 424,770 18,425,594 451,322 ▲ 17,549,502 ▲ 17,974,272
ふれあいセンター 9,670,899 8,956,835 18,627,734 8,147 ▲ 9,662,752 ▲ 18,619,587
子育てサポートセンター 34,396,222 0 34,396,222 0 ▲ 34,396,222 ▲ 34,396,222
たんぽぽクラブ（学） 6,693,120 953,664 7,646,784 0 ▲ 6,693,120 ▲ 7,646,784
星の子クラブ・
おひさまクラブ（学） 13,332,325 1,413,235 14,745,560 0 ▲ 13,332,325 ▲ 14,745,560
寒川小学校 62,524,647 49,018,627 111,543,274 68,400 ▲ 62,456,247 ▲ 111,474,874
あおぞらクラブ（学） 6,972,793 0 6,972,793 0 ▲ 6,972,793 ▲ 6,972,793
町⺠センター分室 10,452,981 0 10,452,981 0 ▲ 10,452,981 ▲ 10,452,981
一之宮小学校 57,026,102 68,682,138 125,708,240 66,600 ▲ 56,959,502 ▲ 125,641,640
わんぱくクラブ（学） 6,838,180 0 6,838,180 0 ▲ 6,838,180 ▲ 6,838,180
文化財学習センター 2,166,784 0 2,166,784 0 ▲ 2,166,784 ▲ 2,166,784
旭小学校 82,293,311 45,270,715 127,564,026 50,800 ▲ 82,242,511 ▲ 127,513,226
小谷小学校 69,834,190 66,164,880 135,999,070 48,200 ▲ 69,785,990 ▲ 135,950,870
げんきっ子クラブ（学） 5,330,403 164,532 5,494,935 0 ▲ 5,330,403 ▲ 5,494,935
南小学校 80,166,850 76,644,872 156,811,722 75,100 ▲ 80,091,750 ▲ 156,736,622
寒川中学校 29,509,870 76,781,503 106,291,373 632,800 ▲ 28,877,070 ▲ 105,658,573
旭が丘中学校 31,400,169 63,509,256 94,909,425 213,600 ▲ 31,186,569 ▲ 94,695,825
寒川東中学校 28,198,812 51,467,676 79,666,488 69,200 ▲ 28,129,612 ▲ 79,597,288
町⺠センター 79,123,485 27,164,681 106,288,166 3,759 ▲ 79,119,726 ▲ 106,284,407
北部文化福祉会館 26,214,399 0 26,214,399 20,493 ▲ 26,193,906 ▲ 26,193,906
南部文化福祉会館 32,911,106 0 32,911,106 17,820 ▲ 32,893,286 ▲ 32,893,286
寒川総合図書館 137,396,788 54,450,711 191,847,499 48,952 ▲ 137,347,836 ▲ 191,798,547
寒川総合体育館 115,823,877 135,690,146 251,514,023 2,175,831 ▲ 113,648,046 ▲ 249,338,192
寒川町営プール 26,017,710 15,550,933 41,568,643 339,015 ▲ 25,678,695 ▲ 41,229,628
さむかわ庭球場 0 0 0
田端スポーツ公園 11,034,551 446,495 11,481,046 0 ▲ 11,034,551 ▲ 11,481,046

地
域
活
動
施
設

健
康
福
祉
施
設

学
校
教
育
施
設

文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
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寒川町役場 118,112,872 22,734,542 140,847,414 95,219 ▲ 118,017,653 ▲ 140,752,195
寒川町美化センター 83,161,795 53,014,219 136,176,014 10,246 ▲ 83,151,549 ▲ 136,165,768
寒川広域リサイクル
センター 346,325,545 39,530,566 385,856,111 205,030 ▲ 346,120,515 ▲ 385,651,081
茅ヶ崎市消防署 寒川分署 21,355,655 14,530,318 35,885,973 0 ▲ 21,355,655 ▲ 35,885,973
田端分団車庫待機室（第1） 42,998 0 42,998 0 ▲ 42,998 ▲ 42,998
一之宮消防車庫待機室（第2） 99,860 103,515 203,375 0 ▲ 99,860 ▲ 203,375
大曲分団車庫待機室（第3） 44,538 0 44,538 0 ▲ 44,538 ▲ 44,538
岡田消防車庫（第4） 64,100 487,742 551,842 0 ▲ 64,100 ▲ 551,842
小谷消防車庫（第5） 73,934 0 73,934 0 ▲ 73,934 ▲ 73,934
小動消防車庫（第6） 87,701 124,139 211,840 0 ▲ 87,701 ▲ 211,840
宮山分団車庫待機室（第7） 69,643 0 69,643 0 ▲ 69,643 ▲ 69,643
倉見消防車庫（第8） 94,179 370,060 464,239 0 ▲ 94,179 ▲ 464,239
大蔵消防車庫待機室（第9） 72,617 153,720 226,337 0 ▲ 72,617 ▲ 226,337
中瀬分団車庫待機室（第10） 9,429 0 9,429 0 ▲ 9,429 ▲ 9,429
一之宮分庁舎
（旧寒川交番） 7,325,108 158,968 7,484,076 0 ▲ 7,325,108 ▲ 7,484,076

1,590,462,298 900,281,101 2,490,743,399 4,624,471 ▲ 1,585,837,827 ▲ 2,486,118,928

（学）…学童保育

合計

行
政
・
環
境
・
消
防
施
設

令和4年度 単位：円

施設名称
維持管理費

A
減価償却費

B

総コスト
C

（A+B）

使用料収入
D

維持管理費
収支

（D-A）

総コスト
収支

（D-C）
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表 19：コスト状況一覧（その３） 

 

 

令和5年度 単位：円

施設名称
維持管理費

A
減価償却費

B

総コスト
C

（A+B）

使用料収入
D

維持管理費
収支

（D-A）

総コスト
収支

（D-C）
宮山地域集会所 244,380 1,452,307 1,696,687 0 ▲ 244,380 ▲ 1,696,687
小動地域集会所 215,564 0 215,564 0 ▲ 215,564 ▲ 215,564
倉見大村地域集会所 215,382 0 215,382 0 ▲ 215,382 ▲ 215,382
岡田地域集会所 229,760 0 229,760 0 ▲ 229,760 ▲ 229,760
中瀬地域集会所 217,930 0 217,930 0 ▲ 217,930 ▲ 217,930
田端地域集会所 249,212 1,384,609 1,633,821 0 ▲ 249,212 ▲ 1,633,821
筒井地域集会所 230,683 0 230,683 0 ▲ 230,683 ▲ 230,683
一之宮地域集会所 246,450 1,333,284 1,579,734 0 ▲ 246,450 ▲ 1,579,734
倉見地域集会所 373,330 1,703,744 2,077,074 0 ▲ 373,330 ▲ 2,077,074
大蔵地域集会所 240,573 0 240,573 0 ▲ 240,573 ▲ 240,573
小谷地域集会所 241,651 0 241,651 0 ▲ 241,651 ▲ 241,651
大曲地域集会所 257,038 1,615,909 1,872,947 0 ▲ 257,038 ▲ 1,872,947
健康管理センター 12,709,723 14,209,043 26,918,766 7,743 ▲ 12,701,980 ▲ 26,911,023
わかばクラブ（学） 9,371,171 757,322 10,128,493 0 ▲ 9,371,171 ▲ 10,128,493
げんきっ子クラブ（学） 3,872,665 227,441 4,100,106 0 ▲ 3,872,665 ▲ 4,100,106
福祉活動センター 5,083,587 3,633,984 8,717,571 0 ▲ 5,083,587 ▲ 8,717,571
ひまわり教室 25,901,703 424,770 26,326,473 443,466 ▲ 25,458,237 ▲ 25,883,007
ふれあいセンター 10,000,605 8,956,835 18,957,440 5,040 ▲ 9,995,565 ▲ 18,952,400
子育てサポートセンター 36,052,391 0 36,052,391 0 ▲ 36,052,391 ▲ 36,052,391
たんぽぽクラブ（学） 7,878,376 953,664 8,832,040 0 ▲ 7,878,376 ▲ 8,832,040
星の子クラブ・
おひさまクラブ（学） 11,435,430 1,413,235 12,848,665 0 ▲ 11,435,430 ▲ 12,848,665
寒川小学校 63,352,334 49,018,627 112,370,961 525,532 ▲ 62,826,802 ▲ 111,845,429
あおぞらクラブ（学） 10,657,496 0 10,657,496 0 ▲ 10,657,496 ▲ 10,657,496
町⺠センター分室 10,352,409 0 10,352,409 ▲ 10,352,409 ▲ 10,352,409
一之宮小学校 53,909,399 68,682,138 122,591,537 401,959 ▲ 53,507,440 ▲ 122,189,578
わんぱくクラブ（学） 6,855,589 0 6,855,589 0 ▲ 6,855,589 ▲ 6,855,589
文化財学習センター 2,169,386 0 2,169,386 ▲ 2,169,386 ▲ 2,169,386
旭小学校 78,961,656 45,270,715 124,232,371 650,368 ▲ 78,311,288 ▲ 123,582,003
小谷小学校 61,068,065 66,164,880 127,232,945 464,100 ▲ 60,603,965 ▲ 126,768,845
げんきっ子クラブ（学） 4,705,344 164,532 4,869,876 0 ▲ 4,705,344 ▲ 4,869,876
南小学校 75,757,492 76,644,872 152,402,364 541,129 ▲ 75,216,363 ▲ 151,861,235
寒川中学校 31,940,514 76,781,503 108,722,017 1,072,977 ▲ 30,867,537 ▲ 107,649,040
旭が丘中学校 35,108,497 63,509,256 98,617,753 932,072 ▲ 34,176,425 ▲ 97,685,681
寒川東中学校 30,279,242 51,467,676 81,746,918 459,744 ▲ 29,819,498 ▲ 81,287,174
学校給食センター 305,288,178 59,582,209 364,870,387 0 ▲ 305,288,178 ▲ 364,870,387
町⺠センター 77,063,622 27,164,681 104,228,303 3,502 ▲ 77,060,120 ▲ 104,224,801
北部文化福祉会館 25,574,330 0 25,574,330 2,428 ▲ 25,571,902 ▲ 25,571,902
南部文化福祉会館 32,263,790 0 32,263,790 9,640 ▲ 32,254,150 ▲ 32,254,150
寒川総合図書館 140,500,782 54,450,711 194,951,493 33,369 ▲ 140,467,413 ▲ 194,918,124
寒川総合体育館 109,691,354 135,690,146 245,381,500 1,012,955 ▲ 108,678,399 ▲ 244,368,545
寒川町営プール 26,481,610 15,550,933 42,032,543 335,690 ▲ 26,145,920 ▲ 41,696,853
寒川町営さむかわテニスコート 14,571,727 0 14,571,727 500,000 ▲ 14,071,727 ▲ 14,071,727
田端スポーツ公園 11,123,551 446,495 11,570,046 0 ▲ 11,123,551 ▲ 11,570,046

地
域
活
動
施
設

健
康
福
祉
施
設

文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設

学
校
教
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施
設
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令和5年度 単位：円

施設名称
維持管理費

A
減価償却費

B

総コスト
C

（A+B）

使用料収入
D

維持管理費
収支

（D-A）

総コスト
収支

（D-C）
寒川町役場 113,192,245 22,734,542 135,926,787 82,264 ▲ 113,109,981 ▲ 135,844,523
寒川町美化センター 79,252,600 53,014,219 132,266,819 14,378 ▲ 79,238,222 ▲ 132,252,441
寒川広域リサイクル
センター 305,074,538 39,530,566 344,605,104 198,761 ▲ 304,875,777 ▲ 344,406,343
茅ヶ崎市消防署 寒川分署 20,836,124 14,530,318 35,366,442 0 ▲ 20,836,124 ▲ 35,366,442
田端分団車庫待機室（第1） 38,902 0 38,902 0 ▲ 38,902 ▲ 38,902
一之宮消防車庫待機室（第2） 81,027 103,515 184,542 0 ▲ 81,027 ▲ 184,542
大曲分団車庫待機室（第3） 42,532 0 42,532 0 ▲ 42,532 ▲ 42,532
岡田消防車庫（第4） 46,409 487,742 534,151 0 ▲ 46,409 ▲ 534,151
小谷消防車庫（第5） 67,718 0 67,718 0 ▲ 67,718 ▲ 67,718
小動消防車庫（第6） 78,933 124,139 203,072 0 ▲ 78,933 ▲ 203,072
宮山分団車庫待機室（第7） 63,231 0 63,231 0 ▲ 63,231 ▲ 63,231
倉見書房車庫（第8） 73,862 370,060 443,922 0 ▲ 73,862 ▲ 443,922
大蔵消防車庫待機室（第9） 60,337 153,720 214,057 0 ▲ 60,337 ▲ 214,057
中瀬分団車庫待機室（第10） 7,432 0 7,432 0 ▲ 7,432 ▲ 7,432
一之宮分庁舎
（旧寒川交番） 7,494,230 158,968 7,653,198 0 ▲ 7,494,230 ▲ 7,653,198

1,859,354,091 959,863,310 2,819,217,401 7,697,117 ▲ 1,851,656,974 ▲ 2,811,520,284

（学）…学童保育

合計

行
政
・
環
境
・
消
防
施
設
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  表 20：コスト状況一覧（その４） 

 

 

令和6年度 単位：円

施設名称
維持管理費

A
減価償却費

B

総コスト
C

（A+B）

使用料収入
D

維持管理費
収支

（D-A）

総コスト
収支

（D-C）
宮山地域集会所 325,712 1,452,307 1,778,019 0 ▲ 325,712 ▲ 1,778,019
小動地域集会所 320,647 0 320,647 0 ▲ 320,647 ▲ 320,647
倉見大村地域集会所 322,350 0 322,350 0 ▲ 322,350 ▲ 322,350
岡田地域集会所 365,413 0 365,413 0 ▲ 365,413 ▲ 365,413
中瀬地域集会所 350,900 0 350,900 0 ▲ 350,900 ▲ 350,900
田端地域集会所 359,409 1,384,609 1,744,018 0 ▲ 359,409 ▲ 1,744,018
筒井地域集会所 338,198 0 338,198 0 ▲ 338,198 ▲ 338,198
一之宮地域集会所 423,550 1,333,284 1,756,834 0 ▲ 423,550 ▲ 1,756,834
倉見地域集会所 699,431 1,703,744 2,403,175 0 ▲ 699,431 ▲ 2,403,175
大蔵地域集会所 345,215 0 345,215 0 ▲ 345,215 ▲ 345,215
小谷地域集会所 503,286 0 503,286 0 ▲ 503,286 ▲ 503,286
大曲地域集会所 486,169 1,615,909 2,102,078 0 ▲ 486,169 ▲ 2,102,078
健康管理センター 13,263,867 14,209,043 27,472,910 12,255 ▲ 13,251,612 ▲ 27,460,655
わかばクラブ（学） 13,398,458 757,322 14,155,780 0 ▲ 13,398,458 ▲ 14,155,780
げんきっ子クラブ（学） 6,279,247 227,441 6,506,688 0 ▲ 6,279,247 ▲ 6,506,688
福祉活動センター 6,200,723 3,633,984 9,834,707 174,822 ▲ 6,025,901 ▲ 9,659,885
ひまわり教室 14,673,446 424,770 15,098,216 326,774 ▲ 14,346,672 ▲ 14,771,442
ふれあいセンター 11,388,601 8,956,835 20,345,436 7,668 ▲ 11,380,933 ▲ 20,337,768
子育てサポートセンター 38,335,161 0 38,335,161 0 ▲ 38,335,161 ▲ 38,335,161
たんぽぽクラブ（学） 10,407,750 953,664 11,361,414 0 ▲ 10,407,750 ▲ 11,361,414
星の子クラブ・
おひさまクラブ（学） 17,523,845 1,413,235 18,937,080 0 ▲ 17,523,845 ▲ 18,937,080
寒川小学校 41,268,616 49,120,053 90,388,669 59,100 ▲ 41,209,516 ▲ 90,329,569
あおぞらクラブ（学） 13,190,518 0 13,190,518 0 ▲ 13,190,518 ▲ 13,190,518
町⺠センター分室 10,449,721 0 10,449,721 ▲ 10,449,721 ▲ 10,449,721
一之宮小学校 34,763,578 68,733,159 103,496,737 83,500 ▲ 34,680,078 ▲ 103,413,237
わんぱくクラブ（学） 11,831,014 0 11,831,014 0 ▲ 11,831,014 ▲ 11,831,014
文化財学習センター 2,259,368 0 2,259,368 0 ▲ 2,259,368 ▲ 2,259,368
旭小学校 42,043,902 45,472,077 87,515,979 49,300 ▲ 41,994,602 ▲ 87,466,679
小谷小学校 38,975,153 66,382,548 105,357,701 69,300 ▲ 38,905,853 ▲ 105,288,401
げんきっ子クラブ（学） 7,272,400 164,532 7,436,932 0 ▲ 7,272,400 ▲ 7,436,932
南小学校 38,704,427 76,869,527 115,573,954 72,600 ▲ 38,631,827 ▲ 115,501,354
寒川中学校 32,250,319 76,821,524 109,071,843 660,600 ▲ 31,589,719 ▲ 108,411,243
旭が丘中学校 41,000,367 63,900,106 104,900,473 288,400 ▲ 40,711,967 ▲ 104,612,073
寒川東中学校 38,722,954 51,652,569 90,375,523 76,800 ▲ 38,646,154 ▲ 90,298,723
学校給食センター 270,428,994 59,582,209 330,011,203 16,000 ▲ 270,412,994 ▲ 329,995,203
町⺠センター 77,116,243 27,164,681 104,280,924 4,207,491 ▲ 72,908,752 ▲ 100,073,433
北部文化福祉会館 25,549,871 0 25,549,871 0 ▲ 25,549,871 ▲ 25,549,871
南部文化福祉会館 32,084,028 0 32,084,028 0 ▲ 32,084,028 ▲ 32,084,028
寒川総合図書館 139,270,266 54,450,711 193,720,977 0 ▲ 139,270,266 ▲ 193,720,977
寒川総合体育館 109,599,360 135,690,146 245,289,506 1,952,115 ▲ 107,647,245 ▲ 243,337,391
寒川町営プール 26,481,703 15,550,933 42,032,636 317,013 ▲ 26,164,690 ▲ 41,715,623
寒川町営さむかわテニスコート 13,004,680 0 13,004,680 500,000 ▲ 12,504,680 ▲ 12,504,680
田端スポーツ公園 11,123,733 446,495 11,570,228 0 ▲ 11,123,733 ▲ 11,570,228

地
域
活
動
施
設

健
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「職員一人あたり平均給与×人数」＋「臨時職員一人あたり平均賃金×人数」 

人数は、施設の維持管理に携わる人数のことで、課の業務数で案分して算出して

いる施設もあります。また、配置された職員の年齢により、年度により人件費の増

減幅が大きく異なるため、平均給与を用いています。 

 ＊減価償却費とは、「施設取得価額」÷「法定耐用年数（注 1）」により算出するも

ので、一年あたりの資産価値の目減り分としてコストと捉えるもの（複式簿記の

原理により企業会計において用いられる考え方）です。直接の支出はありません

が、施設マネジメントにおいては、総コストの中に含むこととしています。 

    なお、減価償却費欄に「―」の記載がある施設は、借用物件（＝町の保有施設で

はない）であり、「０」の記載がある施設は、法定耐用年数が経過した施設で

す。 

   （注 1）法定耐用年数とは、資産の税法上における使用可能な見積期間のことで、

取得価額を法定耐用年数で除し、一年間の減価償却費を算出します。 

   ＊使用料収入には、次のものが含まれます。 

   ・施設使用料（＝利用者の自己負担分） ・行政財産の目的外使用料（注 2） 

    指定管理者制度導入施設（総合体育館など）に関する施設使用料は、町の収入と

はならず、指定管理事業者の収入となるため、本欄には計上されません。 

 

 

寒川町役場 121,222,476 22,734,542 143,957,018 86,544 ▲ 121,135,932 ▲ 143,870,474
寒川町美化センター 85,122,458 53,014,219 138,136,677 44,254 ▲ 85,078,204 ▲ 138,092,423
寒川広域リサイクル
センター 358,245,365 39,530,566 397,775,931 198,654 ▲ 358,046,711 ▲ 397,577,277
茅ヶ崎市消防署 寒川分署 21,742,305 14,530,318 36,272,623 0 ▲ 21,742,305 ▲ 36,272,623
田端分団車庫待機室（第1） 41,265 0 41,265 0 ▲ 41,265 ▲ 41,265
一之宮消防車庫待機室（第2） 72,041 103,515 175,556 0 ▲ 72,041 ▲ 175,556
大曲分団車庫待機室（第3） 45,813 0 45,813 0 ▲ 45,813 ▲ 45,813
岡田消防車庫（第4） 60,015 487,742 547,757 0 ▲ 60,015 ▲ 547,757
小谷消防車庫（第5） 62,179 0 62,179 0 ▲ 62,179 ▲ 62,179
小動消防車庫（第6） 75,591 124,139 199,730 0 ▲ 75,591 ▲ 199,730
宮山分団車庫待機室（第7） 53,410 0 53,410 0 ▲ 53,410 ▲ 53,410
倉見消防車庫（第8） 62,322 370,060 432,382 0 ▲ 62,322 ▲ 432,382
大蔵消防車庫待機室（第9） 71,020 153,720 224,740 0 ▲ 71,020 ▲ 224,740
中瀬分団車庫待機室（第10） 1,907 0 1,907 0 ▲ 1,907 ▲ 1,907
一之宮分庁舎
（旧寒川交番） 2,920,418 158,968 3,079,386 0 ▲ 2,920,418 ▲ 3,079,386

1,783,501,178 961,275,206 2,744,776,384 9,203,190 ▲ 1,774,297,988 ▲ 2,735,573,194

（学）…学童保育

合計

行
政
・
環
境
・
消
防
施
設

令和6年度 単位：円

施設名称
維持管理費

A
減価償却費

B

総コスト
C

（A+B）

使用料収入
D

維持管理費
収支

（D-A）

総コスト
収支

（D-C）
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（注 2）行政財産の目的外使用料とは、本来は行政目的として使用する財産に対し

て、直接の行政目的とは異なる用途での使用を許可するもので、自動販売

機の設置許可や車両駐車許可に関するものです。 

 

 

（３）これまでの経過 

①寒川学校給食センター 

2017 年 11月の小中学校合わせたセンター方式による完全給食実施の決定

を受けて、新たな給食センターの整備手法等の検討が始まり、2023 年 3 月

に寒川学校給食センターを設置しました。 

寒川学校給食センターは、小学校及び中学校における安全安心で安定した

学校給食提供を実施し、児童及び生徒の心身の健全な発達を図ることを目的

としています。 

鉄骨造(地上 3 階)の建物で、1，2 階は日々の学校給食提供に使用する調

理・洗浄エリア。3 階は多くの方が食育のために使用できる食育ホールとな

っています。 

3 階の食育ホールは、ココロキッチン（調理実習室）と食サロン（試食兼

会議室）があり、町民の皆様が食に関する活動をする際に使用可能な部屋と

なっています。 

 

②寒川町営プール 

施設の老朽化により利用を休止していた町営プールは、神奈川県企業  

庁の地域振興施設等整備事業を活用して 2019 年から整備を進め、2021 年 7

月リニューアルオープンしました。 

主な施設は、25 メートルプールや幼児プールの他、スライダープールや人

工芝の多目的広場があります。 

 

③寒川町営さむかわテニスコート 

学校給食センターの整備に伴い、改修を実施し、2023 年 5 月よりリニュ

【各施設のコスト状況から】 

〇全ての施設において、「維持管理費収支」、「総コスト収支」ともに「マイ

ナス」であり、使用料収入によりコストを賄えず、町税を投入して維持

管理を行っている。 

 →施設の性質上、使用料（＝利用者負担）を徴収できない施設もありま

す（例：図書館（行政財産の目的外使用料を除く）、学校（体育館やグ

ラウンドの施設開放を除く））。 
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ーアルオープンしました。プレーヤーが安全にテニスを楽しむことができる

よう、身体的負担が少ない、砂入り人工芝を 4 面整備したほか、夜間のプレ

イが可能となる夜間照明を設置しています。 

 

④健康福祉の集約施設の白紙化 

再編計画の基本方針として、子育てサポートセンター、健康管理センター

に加え、県福祉事務所を誘致し、役場南側の土地に集約施設を整備するとし

ていましたが、周辺環境や条件の変化、コロナ禍を踏まえ施設機能の整理等

が必要となり、施設の集約を白紙としました。 

なお、健康管理センターについては、建物の老朽化が顕著であり、早急な

対応が必要であったことから、現行の機能を維持するための代替施設の整備

を進めており、令和 8 年度の供用開始を予定しています。 

 

⑤町立小中学校の再配置 

近年の人口減少や少子化を背景に小中学校において児童生徒数や学級数

の減少が進行している中、これからの本町の人口構成を見ても「学校の小規

模化」が進行することが予測されています。 

これを受けて、町立小中学校の適正規模・適正配置等の検討については、

本計画での学校教育施設に係る、現状の小中学校 8 校から、将来は 6 校へ再

編が適正という結論を前提に進めました。 

その後、配置候補の 2 案について、令和 6 年度に推計した、最新の人口推

計や財政推計を基に財政シミュレーションを実施したうえで、「学校規模」

「通学条件」「学校と地域の連携」「施設の機能」「整備経費」の比較検討を

行った最終的な結論（64 ページ参照）として、小学校については、南部地域

の一之宮小学校と南小学校を再編し、現在の南小学校へ配置。中学校につい

ては、寒川中学校と寒川東中学校を再編し、現在の寒川中学校へ配置するこ

ととしました。 

この結論は、現時点の人口推計や財政推計をもとに、最適な学校配置の検

討を行ったものであり、今後 4 年ごとの公共施設再編計画の見直し時に実施

する財政シミュレーションの結果によっては、再編スケジュールの見直しを

行う可能性があります。 

なお、具体的な人口推計や財政シミュレーションについては、「40 ページ

（4）本町の人口推計・財政推計等」を、また、学校最適化の検証結果等につ

いては、「68 ページ（エ）検証結果のまとめ」をご覧ください。 
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 図 10：小中学校の再配置 

 

⑥茅ヶ崎市消防署宮山出張所の設置 

消防広域化の取組として、「消防力の指針」を満たすために北部の消防拠

点となる「宮山出張所」の整備を行いました。「寒川町 PPP/PFI 手法導入優

先的検討規定」にもとづき、デザインビルド方式で整備を行い、令和 8 年 3

月に供用開始しました。 

 

（４）本町の人口推計・財政推計等 

①人口推計 

寒川町では、2016 年に町の人口の現状と将来の姿を示し、今後めざすべ

き将来の方向と人口の将来展望を提示することを目的として、町の各種計画

や取組の基盤となる寒川町人口ビジョンを策定しました。 

また、人口などの町を取り巻く社会経済環境が変化していることや、少子

高齢化・人口減少という課題に全ての関係者が力を合わせて取り組んでいけ

るよう、2021 年に改定をおこないました。 

さらに、総合計画 2040 第２次実施計画等の策定に合わせ、その後の情勢

変化を踏まえた最新の内容とするため、2024 年に寒川町人口ビジョンを再

改定しました。 
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  図 11：町内人口推計結果 

 

今回の推計においては、コーホート要因法を利用するにあたり、下記のような仮定

を行っております。 

  表 21：人口推計を行う上での仮定項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コーホート要因法 
コーホート要因法ではある年を基準として、性別・年齢別の出生・死亡・移動（自
然増減・社会増減）を計算し、翌年の性別年齢別人口を推計する手法です。 
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本町の 2023 年時点の人口は 49,029 人で、人口推計による 将来人口は、

今後減少に転じると予測しています。2065 年には 35,661 人とピーク時より

約 1.3 万人減少する見込みです。 

次の年齢構成ごとの変化を見ると、生産年齢人口（15 歳から 64 歳）、いわ

ゆる「働き盛り」の人口はすでに減少しており、現在の約 2.9 万人から 1.9

万人に減少することで、税収への影響が懸念されます。 

年少人口（０歳から 14 歳）は、現在の約 6,100 人から約 2,800 人と約 54%

減少するものと予測されます。 

一方で、老年人口（65 歳以上）は、現在の約 1.3 万人から減少することな

く、高齢化率は約 28%から 2065 年時点で約 38%となる見込みです。 

 

②財政推計（2024 年 8 月作成）及び財政シミュレーション（2026 年 3 月時

点修正） 

※財政シミュレーションについては、（仮称）寒川町ストリートスポーツ

パーク及び（仮称）相模川一之宮公園の整備及び小中学校体育館と執

務室へのエアコン設置費用を新たに追加して情報を更新しています。 

少子高齢化の進行や公共施設の老朽化対策など、今後、行財政需要がさ

らに増加することが見込まれるなか、財政面での検討資料とするため、令

和元年度作成の長期財政推計を全面的に見直しました。財政推計に対し、

公共施設再編計画の対策実施費用を投入し、令和 7(2025)年度から令和

27(2045)年度までの 21 年間の町の財政状況を検証しました。 

 

      

  

【全体の留意事項】 

〇近年の決算状況などから標準的に得られると想定される歳入額を見込ん

だ内容で推計を作成。 

〇景気動向や国の制度変更等の不確実な要素を除外し、現行の税財政制度

及び政策等が継続すると仮定し、近年実績や人口推計等を踏まえて推

計。 

〇本推計作成時点で内容や時期が未確定である事業については計上してい

ない。 

〇次の扱いにより、歳入・歳出ともに実際の決算額より一定額少なく算定

されているが、将来に見込まれる事業費等を過少に推計しているわけで

はない。 

 ・新型コロナウイルス感染症・物価高騰対策事業費は、特殊な臨時的要

因であり、将来の財政推計値が過大に算定される要因となるため除

外。 
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・財政調整基金の繰入金と繰越金について、歳入総額よりも歳出総額が超

過する年度のみ、その歳入不足相当額について財政調整基金を取り崩し

て、歳入「繰入金」へ計上。この年度は、歳入総額と歳出総額が同額と

なるため、歳入歳出差引額（形式収支）が算定されず、翌年度の歳入

「繰越金」も算定されない。 

・財政調整基金への積立金について、繰越金が算定された年度のみ、その

1/2 の額を歳出「積立金」へ計上する取り扱いとしている。 

〇庁舎更新については、新たな公共施設再編計画事業に見込んでいないも

のの、更新時は大きな事業費が見込まれ、将来的な財政推計に影響が

生じるため、検討にあたって参考とすべく、以下の条件で推計に加え

ている。 

 【庁舎更新内容】 

 延床面積 7,015.3 ㎡（現庁舎と同じ面積で算定） 

      ※本庁舎+分庁舎+別館+東分庁舎+現業棟 

建設単価 487,576 円（建築着工統計 2023、公務用建物の工事契約額よ

り） 

更 新 費 4,104,591 千円（建築費 3,420,491,913 円+設計委託

684,098,382 円） 

町  債 3,817,200 千円（本債 75％+県貸 75％で算定） 

更新時期 令和 17 年度（2035 年度） 

      ※時期未定のため、学校更新のない年度に計上 
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 【歳入】 

自
主
財
源 

町税【税務収納課推計】 

近年実績に人口推計や各種動向等を

踏まえて算定。田端西地区分まちづ

くりに係る税収は、固定資産税の家

屋分は含めているが、償却資産は事

業内容未定のため含まれていない。 

分担金・負担金 

近年実績に人口推計を踏まえて算

定。 

分担金・負担金のうち、約 9 割が

「子どものための教育・保育給付費

利用者負担金」のため、総人口では

なく 0～18 歳子ども人口で算定。 

使用料及び手数料 
近年実績に人口推計を踏まえて算

定。 

財産収入・寄付金・諸収入 

近年実績に人口推計を踏まえて算

定。 

ふるさと納税（寄付金）は毎年一律

40,000 千円を計上、令和 5 年度か

ら始まった学校給食公会計化に伴

い、学校給食費の中学校分を年間分

で算定して諸収入に反映。 

繰入金①（財政調整基金＋

まちづくり基金） 

歳入・歳出総額で歳出が超過する年

度のみ、歳入不足相当分について財

政調整基金等を取り崩して繰り入れ

する取り扱いとしている。（歳入超

過年度は基金繰入を行わない。） 

※令和 6 年度は決算額。 

繰入金②（公共施設再編整

備基金） 

各年度の公共施設再編事業費のう

ち、一般財源および公債費相当分に

ついて、公共施設再編整備基金を取

り崩して繰り入れしている。 

繰越金 

前年度の歳入歳出差引額（形式収

支）を反映している。※令和 6 年度

決算における実際の繰越額（実質収

支額）を反映。 
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依
存
財
源 

地方譲与税 
近年実績に人口推計を踏まえて算

定。 

利子割・配当割交付金 
近年実績に人口推計を踏まえて算

定。 

地方消費税交付金ほか 
近年実績に人口推計を踏まえて算

定。 

地方特例交付金 

住宅ローン減税が継続すると想定

し、特別交付税分のみ毎年一律の

1,000 千円で計上。 

地方交付税 

普通交付税不交付団体が続くと想定

し、近年実績に税務収納課推計の固

定資産税（家屋）推計を踏まえて算

定。 

国・県支出金 

歳出の各推計値と連動して算定し、

再編計画事業に係る国・県支出金を

反映。 

町債（建設事業分） 

歳出の普通建設事業費から算定し、

再編計画事業に係る町債を反映。 

※令和 6 年度は決算額としている。 

※借入条件は一部を除き、毎年一律

で計上（再編事業費は別途算定）充

当率 93％（本債 75％＋県債

75％）、10 年借入、2 年据え置き、

元利均等償還払い、借入利率 0.8％

（R6.7.1 時点の財政融資利率を採

用） 
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   【歳出】 

義
務
的
経
費 

人件費【人事

課推計】 

近年実績と人件費比率等を踏まえて算定。 

※人口減少に伴う業務変遷や、デジタル化進展に

より業務のすみ分けが見込まれるものの、現時点

で業務量や人員減少を見込むことは困難。近年実

績と人件費比率等から算定。 

扶助費 

近年実績に人口推計を踏まえて算定 

※社会福祉費等・児童福祉費等・老人福祉費等そ

れぞれに応じた人口推計で算定。 

・社会福祉費等：全体人口で算定 

・児童福祉費等：0～18 歳人口で算定 

・老人福祉費等：65 歳以上人口で算定 

※扶助費のうち約 6 割が児童福祉費であるため、

子ども人口の減が算定に大きく影響している。 

公債費 

既借入済みの公債費に、令和 6 年度以降の新規借

入額を踏まえて算定し、再編計画事業に係る公債

費を反映。 

※借入条件は毎年一律で計上（再編事業費は別途

算定）。充当率 93％（本債 75％＋県債 75％）、10

年借入、2 年据え置き、元利均等償還払い、借入利

率 0.8％（R6.7.1 時点の財政融資利率を採用） 

※令和 6 年度は当初予算額を反映。 

物件費 

近年実績に人口推計を踏まえて算定。 

令和 5 年 9 月から運営開始した学校給食センター

運営経費は年間分を反映している。 

維持補修費 近年実績平均 122,275 千円で毎年一律算定。 

補助費等 近年実績に人口推計を踏まえて算定。 
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投

資

的

経

費 

普通建設事業

費 

道路工事等の経常的な工事分として近年実績平均

500,000 千円で毎年一律算定し、各年度の再編計画

事業費を反映。 

※再編計画事業費は全て普通建設事業費へ計上。 

※令和 6 年度決算額を反映。 

繰出金 

近年実績に人口推計を踏まえて算定 

※国民健康保険：19～64 歳人口で算定 

※後期高齢者医療：75 歳以上人口で算定 

※介護保険：65 歳以上人口で算定 

積立金・貸付金 

・積立金 

 財政調整基金積立金分は、繰越金の 1/2 を積み

立て 

 まちづくり基金分は、毎年一律 20,000 千円を積

み立て 

 新幹線基金積立金は、毎年一律 50,000 千円を積

み立て 

 公共施設再編事業基金は、次期計画期間 4 年間

の公共施設再編整備事業費のうち、一般財源およ

び公債費分を 4 年間で均等割りして積み立て 

・貸付金 

毎年一律 55,000 千円で算定 

 ※勤労者福利資金預託金 20,000 千円 

中小企業融資貸付金預託金 35,000 千円 
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【基金】 

参考① 

財政調整基金残高＋まちづく

り基金残高 

・積立額（推計内、歳出「積立金・貸付

金」と連動） 

財政調整基金分は歳出の繰越金の 1/2 を

積み立て、まちづくり基金分は毎年一律

20,000 千円を積み立て（歳入ふるさと

納税寄附想定額 40,000 千円の 1/2） 

・取崩額（推計内、歳入「繰入金①」と

連動） 

歳入の繰入金①の額を残高から減 

公債費 残高 
各年度の町債（借入額）と公債費（償還

額）を踏まえて算定 

参考② 

公共施設再編整備基金 

・基金残高見込み 

 令和 6 年度決算額を反映、その後は積

立金および取崩額と連動した毎年度の残

高を反映 

・積立額（推計内、「積立金・貸付金」

と連動） 

公共施設再編事業費のうち、一般財源お

よび公債費分を積み立て、4 年間の公共

施設再編整備事業費を前期 4 年間で均等

割りして積み立てている。 

・取崩額（推計内、歳入「繰入金②」と

連動） 

各年度の公共施設再編整備事業費のう

ち、一般財源および公債費相当分を取り

崩して繰り入れている。 

※基金の活用は令和 7 年度事業費から開

始 
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参考③ 

公共施設再編事業費 

令和 6 年度の最新の再編予定事業費およ

び財源内訳を参考掲載、各年度の事業費

等は財政推計に反映されており、公共施

設再編整備基金とも連動している。 

※公債費は、令和 7 年度再編予定事業費

を踏まえた町債借入に伴う予定公債費の

ほか、令和 6 年度までに借入した公債費

を加えている。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12：歳入の自主財源の推計（公共施設再編事業費を加える前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

歳入のうち、行政活動の自主性と安定性の確保につながる自主財源のう

ち、約 9 割を占める町税は、近年の収入状況や過去傾向のほか、田端西地

区の増収見込み等を踏まえて推計した結果、令和 10 年度頃まで増加傾向

となり、その後は、人口の減少に伴い税収も減少していく結果となった。 
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図 13：歳出の主要科目の推計について（公共施設再編事業費を加える前） 

歳出の主要科目では、人口が減少することで多くの科目が減少傾向と

なり、特に子ども関連が 6 割を占めている『扶助費』は大きく減少する

結果となった。一方、高齢者人口の増に伴い、後期高齢者医療事業・介

護保険事業特別会計に対する『繰出金』は増加する結果となった。 
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 表 22：公共施設再編計画事業費を含む、推計終了時点（令和 27 年度）の 

シミュレーション結果と令和 6 年度決算比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14：令和 6 年度から令和 27 年度の歳入・歳出総額 

歳入不足額を基金繰入で調整しているため歳入・歳出総額が同額となる

年度があります。 

（単位︓千円）

No. 区分（各R27時点） 推計値
1 歳⼊総額（22年間合計） 419,211,917
2 歳出総額（22年間合計） 412,777,793

財政調整基⾦および
まちづくり基⾦残⾼の総額（R27年度末）

1,720,359

※推計期間中の最低残⾼およびその年度 1,167,898
R20年度

4 町債残⾼ 15,914,245
R6比較（7,187,909千円） ＋8,726,336

5 公債費（年間償還額） 1,741,645
R6比較（989,087千円） ＋752,558

6 将来負担比率 73.5%
R6比較（△10.7%） ＋84.2％

7 実質公債費比率 11.8%
R6比較（4.5％） ＋7.3％

3
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図 15：財政シミュレーション結果 

  

【財政シミュレーション結果より】 

〇財政の健全性を表す「健全化指標」が現時点と比べて上昇し、財政負担が

増加するが、学校適正化 B 案においても資金不足になることなく行財政運

営を行うことができる。 

〇全ての学校更新を 10 年程度で行うこと、同期間に庁舎更新も見込むこと

で財政推計後の令和 29 年度から令和 34 年度に全ての償還が重なり、年間

償還費は約 18 億円（令和 5 年度比＋8 億円）まで拡大する。 

〇シミュレーション期間中の一部年度において、財政調整基金およびまちづ

くり基金残高が低下し、公債費も増加するため、厳しい財政運営が求めら

れる。一方で、町債の償還が進み残高が減少し、将来負担額が減少するこ

とで、将来負担比率が低下して健全財政は維持できる。 
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表 23：学校および庁舎更新年度と更新事業費一覧 

更新年度 施設名 更新事業費 

令和 15 年度 旭小学校 3,903,665 千円 

令和 16 年度 南小学校 6,523,744 千円 

令和 19 年度 寒川小学校 4,049,773 千円 

令和 21 年度 寒川中学校 5,008,942 千円 

令和 24 年度 小谷小学校 4,401,492 千円 

令和 26 年度 旭が丘中学校 4,980,933 千円 

令和 17 年度 役場庁舎 4,104,591 千円 

上記の校舎建て替え等の更新年度や更新事業費は、本計画改定時におけ

る予定を示すものであるため、今後変更する場合があります。 

 

 

【将来の公債費（償還額）にかかる留意事項】 

  全ての学校更新を 12 年間で行うこと、同期間に庁舎更新も見込まれ

ることで、財政推計後の令和 29 年度から令和 34 年度に全ての償還が

重なります。そのため、年間償還額は 18 億円（令和 5 年度比＋8 億

円）まで拡大します。 

  基金の投入で一定の減額は可能ですが、減額効果は年 0.5 億円程度

と少なく、ケースによっては、将来に高額な公債費の支払いが必要と

なります。 

 

 

図 16：更新年度と町債償還終了年度 

 



- 54 - 

 

第４章 対策内容と実施時期                  

（１）再編に関する基本方針とおおよそ 40年後の施設配置 

①再編に関する基本方針 

公共施設等総合管理計画において定めた基本方針のうち、「行政が維持す

る施設の優先順位」を考慮し、再編計画の基本方針を次のとおり定めるこ

ととします。 

 
 

②おおよそ 40年後の施設配置 

２ページ、図２「寒川町の将来人口推計」のとおり、2023年から 42年

間で 1.3万人以上の人口が減少し、2065年に 35,661人になると推計して

います。特に生産年齢人口（15歳から 64歳、40年間で約 34％減）と年少

人口（０歳から 14歳、40年間で約 54％減）の減少が大きいことから、町

税減収と少子化の進展を念頭に公共施設の統廃合・複合化を進めます。 

一方で、本町は寒川町人口ビジョンにおいて掲げる 2065年の目標人口

44,374人を達成するため、「雇用機会の確保と産業の創出」や「若い世代

の子育て環境の整備」、「まちの魅力向上と認知度向上」を進めています。 

少子高齢化や人口減少社会に向け、これらの人口確保策を進めるもの

の、適正な公共施設配置を進めるため、現時点での将来人口推計を基に、

将来的な公共施設の配置を設定する必要があります。 

そこで、「行政が維持する施設の優先順位」を考慮しながら、おおよそ

40年後の施設配置を図 17及び図 18のとおりイメージしました。 

 

  

 学校教育施設の再編や公共施設の統廃合・複合化、既存建物の長寿命化

などにより、財政負担の軽減を図ります。 

 同時に、住民サービスの維持と公共施設の最適配置を目指します。 
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図 17：おおよそ 40年後の施設配置図（その１＝学校教育施設以外） 
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 図 18：おおよそ 40年後の施設配置図（その２＝学校教育施設） 
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（２）再編計画 12年間の基本方針 

5ページ、「第２章 公共施設再編計画の対象施設・計画期間」におい  

て記載のとおり、本計画は、2025年（令和 7年）から 2036年（令和 18年）

までの 12年です。 

建築後 30年以上を経過した建物が多く、老朽化も進んでいる ことから、

対策実施をこれ以上先送りできない施設もあります。 

そこで、本計画期間内の基本方針を次のとおり定めることとします。 

 

①消防広域化による分署の整備 

 →茅ヶ崎市との広域化を開始した令和 4年から 10年間のうちに、町内に

2箇所（南部地域、北部地域それぞれ 1箇所）の消防拠点整備を進め

ます。北部地域の消防拠点（宮山出張所）は、令和 8年 3月に供用開

始しており、今後は、南部地域の消防拠点（分署）の整備を進めま

す。 

②公民館移転に向けての検討 

 →老朽化した南北公民館について、南北両地域に整備予定の消防拠点の

近隣や、学校再編の状況を踏まえて移転することを視野に検討を進め

ます。 

③学校教育施設の再編 

 →学校適正化案は B案を採用し、学校の更新（建替）を進めるために必

要な取組みを計画的に進めるとともに、行政が必要とする機能につい

て、学校への複合化や多機能化について検討を進めます。 

④学校教育施設の当面の対応 

 →学校再編の整備（建替）が行われるまでの間、現行の機能維持のた

め、施設の維持に必要な修繕を実施します。 

⑤地域集会所の方向性の検討 

 →「完全地域移管」、「一部地域移管（＝無償貸与）」、「学校教育施設への

複合化」の中から、各集会所に合った今後の方針を 2030年までに決め

ることとします。 

 



- 58 - 

 

 
 

（３）施設分類ごとの基本方針 

学校適正化案の決定により、今後は学校教育施設を始めとした本格的な統

合と建替えが始まるため、関連施設との複合化や多機能化に向けた検討を進

めることとします。 

そこで、施設ごとに「使用目標年数（注 3）」を定め、それまでの間に実施

する対策内容、方針を定めることとします。 

なお、具体的な対策の実施内容、実施時期、対策費用については、別紙１

「再編計画 工程表」と別紙２「再編計画 対策実施費用一覧表（年度別集

計・財源内訳入り）」をご覧ください。 

 

（注 3）使用目標年数とは、「法定耐用年数（＝税法上の使用可能な見積期間）」と

は異なり「今後施設を使用する期間を表す年数」のことで、建物ごとの建

築後経過年数、建物の状態、構造により次のとおり定めることとします。 

 ・鉄筋コンクリート造＝60年から 80年（鉄筋鉄骨造含む） 

建物の状態により、60年から 80年の間で設定します。圧縮強度調査 

結果により、「80年使用のために長寿命化対策を実施することが、経済合

理性が高い場合は 80年」、「経済合理性が低い場合は 60年」と設定しま

す。 

 ・鉄骨造＝40年から 60年 

鉄骨造の建物は、鉄筋コンクリート造の建物と診断箇所が異なり、主

に「躯体である鉄骨の腐食状態」が年数を設定する上での判断材料とな

ります。 

2017年度（平成 29年度）に実施した目視・打診を中心とした公共建築 

⑥にぎわい交流創出ゾーンの検討（将来に向けた役場庁舎の建替えの検討

／健康・福祉拠点の整備の検討） 

 →老朽化が進み、毎年度修繕費がかさむため、将来的な建替えを検討し

ます。また、健康・福祉拠点の整備について、にぎわい交流創出ゾー

ンの描く公共施設集積エリアにおける位置づけを検討します。 

⑦定期的な推計値の見直しによる本方針の検証を継続 

 →本方針は現時点で想定している 2036年（令和 18年）までの方針であ

り、町の財政状況、人口動態、景気動向などの状況の変化を受けて、

適宜方針の見直しを図ります。 
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物劣化診断調査において、鉄骨造の建物は劣化の進行が進んでいないた

め、腐食状態の診断は未実施です。そこで、本計画においては、使用目

標年数を 60年と設定し、今後の施設状態により詳細な診断を行った上

で、本計画見直しの段階で使用目標年数も見直しすることとします。 

  ・木造＝40年 

  ・上記年数に関する出典 

日本建築学会／「建築物の耐久計画に関する考え方」を参考 

 

 

①地域活動施設 

   ア 現状と課題 

公共施設等総合管理計画において、地域集会所については、「学校教 

育施設への複合化・多機能化」と「地域への移管」という２つの方向性

を示しました。その後、自治会長連絡協議会への説明や、地域集会所運

営委員会連絡協議会との情報共有、協議を進める中で、次のような課題

点、疑問点を町と共有しました。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇集会所の経年劣化はあるものの、早急な対策を要する施設は無い 

 →2017 年度（平成 29年度）劣化診断による。 

〇維持管理費や建替えなどの費用工面 

 →自治会のみでの運営、建替えに向けた積立ては困難。 

  （2018年度（平成 30年度）から地域集会所運営委員会連絡協議会と協

議の場を設け、将来、地域移管した場合の運営状況や建替えに向け

たシミュレーションを行いました。） 

〇複合化（＝学校への集約・統合）以外の選択肢の模索 

 →複合化に加え、「完全地域移管」、「一部地域移管（＝町保有のまま無償

貸与）」の選択肢の提示と各選択肢のメリット・デメリットの整理。 

〇学校へ集約・統合されることへの不安 

 →・自治会行事を実施する際の利便性の低下 

  ・現状よりも距離が遠くなる可能性 

  （＝地域集会所運営委員会連絡協議会における主な意見より） 
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イ 今後の対策 

地域集会所については、今後 5年を目途に方向性の検討を行うことと

し、次に掲げる点を中心に検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19：３つの選択肢のフローチャート 

（出典：令和元年５月 20日 「地域集会所運営委員会連絡協議会資料」より 

  

〇「完全地域移管」、「一部地域移管（＝無償貸与）」、「学校への複合化」の

中から選択 

〇各選択肢の主な検討事項は次のとおり 

【完全地域移管】 

・自治会の法人化や建替えに向けた積立て、維持管理費用の工面。 

【一部地域移管（＝無償貸与）】 

・建替えに向けた積立て、維持管理費用の工面。 

 【学校への複合化】 

  ・学校適正化 B案のスケジュールに合わせて、複合化・多機能化の 

検討を進める。 
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表 24：地域活動施設（＝地域集会所）の使用目標年数 

施設名称 構造 

経過年数 

2026年 

4月 1日現

在 

法定耐用

年数 

使用目標

年数 

宮山地域集会所 鉄骨造２階建 35 34   

小動地域集会所 木造１階建 41 22   

倉見大村地域集会所 木造１階建 41 22   

岡田地域集会所 木造２階建 40 22   

中瀬地域集会所 鉄骨造２階建 39 34   

田端地域集会所 鉄骨造２階建 36 34   

筒井地域集会所 木造１階建 34 22   

一之宮地域集会所 鉄骨造２階建 33 34   

倉見地域集会所 鉄骨造２階建 31 34   

大蔵地域集会所 木造１階建 29 22   

小谷地域集会所 木造２階建 27 22   

大曲地域集会所 木造１階建 17 22   

 

②保健福祉施設 

ア 現状と課題 

健康管理センターは、施設の老朽化が顕著であることから、代替施設

の整備を進めています。 

ふれあいセンターは、当面は現状維持のための修繕等を実施します。 

子育てサポートセンターは、借用物件であり、集約施設の整備が白紙

になったことから、当面の間は賃貸借契約を継続します。 

  

イ 今後の対策 

 

 

〇福祉活動センターについては、当面は、現施設の機能維持のために必要

な対策を講じるとともに、様々な可能性を模索し、施設のあり方の検討

を行う。 

〇健康・福祉拠点整備について、にぎわい交流創出ゾーンの描く公共施設

集積エリアにおける位置づけについて、庁内横断的なチームを編成し検

討を進める。 

今
後  

年
後
ま
で
に
方
向
性
を
検
討 

5 
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表 25：保健福祉施設の使用目標年数 

施設名称 構造 

経過年数 

2026年 

4月 1日現在 

法定耐

用年数 

使用目

標年数 

健康管理センター 旧館 ＲＣ造２階建 45 50 注 4 

新館 鉄骨造３階建 36 38 注 4 

わかばクラブ 

（学童保育） 
  鉄骨造１階建 14 34 60 

げんきっ子クラブ 

（学童保育） 
  鉄骨造１階建 26 34 60 

星の子クラブ・ 

おひさまクラブ（学童保育） 
  鉄骨造１階建 10 34 60 

たんぽぽクラブ 

（学童保育） 
  鉄骨造 1階建 5 34 60 

福祉活動センター   鉄骨造２階建 39 38 注 5 

ひまわり教室   鉄骨造１階建 21 34 60 

ふれあいセンター   鉄骨造２階建 23 34 60 

子育てサポートセンター 

（賃借物件） 
  

鉄骨造３階建 

（３階部分を借用） 
53 34 60 

（注 4）別紙１「再編計画工程表」に記載のとおり、令和 8（2026）年度に健康管理セ

ンター代替施設に機能を移転するため、使用目標年数は設定しないものとし

ます。 

（注 5）別紙１「再編計画工程表」に記載のとおり、民間への譲渡も含めた検討を行

うため、使用目標年数は設定しないものとします。 
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③学校教育施設 

   ア 現状と課題 

（ア）小中学校学級数の推移 

2024年時点の最新の人口推計による町内小中学校の児童生徒数と

学級数の推移は、当分の間は適正な学校規模を維持するものの、2050

年以降に 1学年 2学級以下の中学校が生じ、2060年以降には 1学年 1

学級の単学級となる小学校が複数生じるなど、町が目指す学校規模が

維持できなくなることが想定されます。 

学校適正化等による学校の再編により、2つの学校を統合した合体

校が完成する予定の 2040年からその他の学校校舎の建替えが完了す

る 2050年までは、小・中学校ともに適正な規模を維持することがで

きますが、2060年以降に一部の小学校において、単学級となる可能

性があることなどから、今後も人口の推移を注視する必要がありま

す。 

 

表 26：町内小中学校の学級数の推移 
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（イ）検証結果と学校適正化の結論 

学校再編の費用を含めた財政シミュレーションを実施（第 3章参

照）し、財政状況や通学距離と配置バランスなどを検証した結果か

ら、学校適正化 B案の内容を進めることとします。 

学校適正化 B案における再配置の概要は次のとおりです。 

なお、この結論は、現時点の人口推計や財政シミュレーションをも

とに、最適な学校配置の検討を行ったものであり、今後 4年ごとの公

共施設再編計画の見直し時に実施する財政シミュレーションの結果に

よっては、再編スケジュールの見直しを行う可能性があります。 

 

【学校適正化 B案の概要】 

①南部地域の一之宮小学校と南小学校を再編し、小学低学年の通学に

かかる負担を考慮し、南部地域の中心に近い場所に位置する現在の

南小学校へ配置します。 

②寒川中学校と寒川東中学校を再編し、現在の寒川中学校へ配置しま

す。 

③未配置校の 2校の敷地のうち、市街化区域にある 1校については、 

跡地利用（敷地の売却）による財源確保が期待できます。 

④再配置の際に影響の出る南部地域において、東西にバランスよく学

校を配置できます。 

⑤南西部に配置される中学校は、現在所在する 3校の中学校のうち最

も校地面積が広く、再配置後の児童・生徒数の増加等に対応できる余

地があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20：学校適正化 B案の配置図 
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イ 今後の対策 

（ア）再配置における課題 

  【学校規模】 

    しばらくの間は適正な規模を維持しますが、現寒川小学校は 2059

年以降に、現旭小学校は 2063年以降に 1学年 1学級となる学年が発

生し、小規模化することが想定されます。他の小学校は 1学年 2学

級以上を推移する見込みのため、将来的に通学区域の見直しが必要

となる可能性があります。 

 【既存校舎の機能】 

    既存の校舎では普通教室を確保したうえで、新しい学校の実現や

複合化を図ることが難しいことが明らかであるため、既存校舎全て

について、できる限り早い時期での建替えが必要となります。 

  【再配置校の児童・生徒の受入可能性】 

    配置換えにより、既存の 2校の合体校となる学校については、校

舎の築年数が浅い場合でも、建替えを行わなければ児童生徒数の受

入れが困難となります。 

 【通学距離と配置バランス】 

    現南小学校は、南部地域の中心に近い場所に位置するため、南部

地域の小学生通学距離を考慮すると、バランスの良い立地と考えら

れます。また、現一之宮小学校の位置に学校が配置されなくなるも

のの、南西部の寒川中学校の位置に学校が配置されることで、南部

地域における小中学校の配置バランスが保たれます。 

  【跡地利用の可能性】 

    未配置校の 2校の敷地のうち、1校は市街化区域であることか

ら、跡地利用（敷地の売却）による財源確保が期待できます、もう

1校が市街化調整区域であるため、今後、進めていく新しい学校を

実現するための財源の確保が半減することになります。 

 

（イ）想定される児童・生徒数 

    下記の表に示すとおり、2060年度時点の推計値では、一部の学校

の小規模化が想定されているため、今後の推移を注視し、然るべき

対応が必要です。 
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表 27：改定版寒川町立小・中学校適正化等基本計画より 
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（ウ）再配置に係るスケジュール 

 

表 28：小中学校再編に係るスケジュール（改訂版寒川町立小・中学校適正化等基

本計画より一部抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表は、校舎等の更新（建替え）時期の現時点の予定を示すものですの

で、今後変更する場合があります。 
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（エ）検証結果のまとめ（＝今後の対策） 

  

〇学校再編費用を含めた財政シミュレーションの実施と、通学距離や配置

バランスなどから検証を行った結果、学校適正化 B案（概要は 64ページ

参照）を進める。 

〇学校適正化 B案を進めるにあたり、再編される学校の建替えを優先する

必要があるため、必要に応じて機能維持の対策を講じる。 

〇校舎建替えは、学校単一機能ではなく、複合化・多機能化した施設とす

る。 

〇複合化・多機能化を進めるため、庁内横断的なチームを編成し検討を行

う。 

〇現時点のエビデンスによる検証結果であるため、今後スケジュールを見

直す可能性がある。 
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表 29：小学校教育施設の使用目標年数 

施設名称 構造 

経過年数 

2026年 

4月 1日

現在 

法定耐

用年数 

使用目

標年数 

寒川小学校 

（あおぞらクラブ＝学

童・町民センター分室

含む） 

南棟 ＲＣ造３階建 57 47 60 

北棟 ＲＣ造３階建 51 47 60 

給食棟 ＲＣ造３階建 39 41 注 6 

体育館 鉄骨造２階建 56 34 60 

一之宮小学校 

（わんぱくクラブ＝学

童・文化財学習センタ

ー含む） 

南棟 ＲＣ造３階建 45 47 60 

北棟 ＲＣ造３階建 60 47 60 

給食棟 ＲＣ造１階建 47 41 注 6 

体育館 鉄骨造２階建 36 34 60 

旭小学校 南棟Ａ ＲＣ造３階建 60 47 80 

南棟Ｂ ＲＣ造３階建 56 47 80 

北棟 ＲＣ造３階建 50 47 80 

給食棟 ＲＣ造１階建 49 41 注 6 

体育館 鉄骨造２階建 35 34 60 

小谷小学校 

（げんきっ子クラブ＝

学童含む） 

管理棟 ＲＣ造４階建 46 47 60 

教室棟 ＲＣ造４階建 46 47 60 

体育館 鉄骨造２階建 46 34 60 

南小学校 管理棟 ＲＣ造３階建 32 47 60 

教室棟 ＲＣ造３階建 32 47 60 

体育館 ＲＣ造２階建 32 47 60 
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 表 30：中学校教育施設の使用目標年数 

施設名称 構造 

経過年数 

2026 年 

4月 1日

現在 

法定耐

用年数 

使用目

標年数 

寒川中学校 南棟 ＲＣ造４階建 47 47 60 

北棟 ＲＣ造４階建 48 47 60 

技術棟 ＲＣ造２階建 48 47 注 7 

体育館 ＲＣ造２階建 27 47 60 

旭が丘中学校 南棟Ａ ＲＣ造３階建 52 47 60 

南棟Ｂ ＲＣ造３階建 45 47 80 

北棟 ＲＣ造４階建 54 47 60 

技術棟 鉄骨造１階建 54 34 60 

体育館 鉄骨造２階建 52 34 60 

寒川東中学校 南棟 ＲＣ造５階建 37 47 60 

北棟 ＲＣ造３階建 37 47 60 

体育館 ＲＣ造２階建 37 47 60 

  注 6：各小学校の給食棟については、学校給食センターが整備されたため、学校

の再配置スケジュールに基づき除却します。 

  注 7：寒川中学校技術棟については、生徒数減少により現在未使用の建物です。

学校再配置スケジュールにもとづき除却を行います。 

 

表 31：その他の教育施設の使用目標年数 

施設名称 構造 

経過年数 

2026年 

4月 1日

現在 

法定耐

用年数 

使用目

標年数 

寒川学校給食センター 給食セ

ンター 
鉄骨造 3階建 3 31 60 

設備棟 鉄骨造 1階建 3 38 60 

 

  



- 71 - 

 

④文化・スポーツ施設 

ア 現状と課題 

町民センターと公民館施設は、建築から 30年を超え、老朽化が進んで

いることから、大規模なリニューアルと多額の投資が必要な状況です。

また、各施設の利用状況は、収容人数の多い機能は利用率が高い傾向が

ある一方、収容人数の少ない機能や利用目的が限定される部屋等につい

ては、利用率が低く、現行の機能とニーズとの間に不一致が生じている

状況です。 

町営プールについては、2021年 7月にリニューアルオープンをしてい

ます。 

さむかわ庭球場については、学校給食センター整備に伴い、改修が必

要となり、2023年 5月にリニューアルオープンをしています。 

新しい施設として、（仮称）寒川町ストリートスポーツパークの開業を

令和 10年 1月に予定しています。 

 

イ 今後の対策 

  

〇町民センターについては、機能維持の為の修繕を行いながら、当面は現

状維持。同時に、将来的な役場庁舎の建替え時に町民センターを含める

かについて、ホール機能の必要性の検証を行う。 

〇北部公民館と南部公民館については、学校の再編に合わせた複合化も視

野に入れ、当面は組織を設置の上、機能移転を検討。 

〇寒川総合図書館については、当面は改修の予定が無いものの、将来的な

改修工事を見据え、集客機能を兼ね備えた施設にするかの検討を行うも

のとし、アンケート調査等を実施。 

〇寒川総合体育館については、令和 8年度からの 5年間についても指定管

理による運営を継続し、令和 13年からの施設改修と運営について、PPP

手法（RO方式）の検討を進める。また、建物内の設備機器について、計

画的な修繕を実施。 

〇田端スポーツ公園については、土曜休日と平日との間で利用状況に差が 

あることから、平日利用者の増加に向けた取組みを検討。 

〇（仮称）寒川町ストリートスポーツパークの整備に向けた取組を進め

る。 
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 表 32：文化・スポーツ施設の使用目標年数 

施設名称 構造 

経過年数 

2026年 

4月 1日現在 

法定耐

用年数 

使用目

標年数 

町民センター   
ＲＣ造３階建 

／地下１階 
47 50 60 

北部文化福祉会館 

（北部公民館） 
  ＲＣ造２階建 44 50 注 8 

南部文化福祉会館 

（南部公民館） 
  ＲＣ造２階建 43 50 注 8 

寒川総合図書館 

（文書館含む） 
  

ＳＲＣ造４階建

／地下１階 
20 50 80 

寒川総合体育館   
ＲＣ造４階建

／地下１階 
29 47 80 

寒川町営プール 
管理棟 

ＲＣ造１階建

／地下 1階 
41 50 60 

器具庫 鉄骨造１階建 5 31 60 

田端スポーツ公園 

（管理棟） 
 ＲＣ造１階建 12 50 60 

 注 8：北部公民館、南部公民館については、学校の再編に合わせた複合化の検討を

行うため、使用目標年数の設定は行いません。 

 

⑤行政・環境・消防施設 

ア 現状と課題 

役場庁舎については、5棟の建物のうち 3棟が築後 40年を超え、  

老朽化、劣化が進行し、毎年多くの費用をかけて修繕しています。 

消防本部・消防署については、「緊急出動は 4分半以内で到着するこ

と」、「署所 2箇所、消防隊 2隊、救急隊 3隊を備えること」と定められ

た消防庁の「消防力の指針」を満たしておらず、施設配置と人員確保の

面で課題があります。 

そこで、2022年（令和 4年）から「事務委託方式」による広域化を開

始し、本町内は令和 4年から 10年以内に 2箇所の消防拠点の整備を目指

すこととしています。 

2023年(令和 5年)には、北部地域の消防拠点用地を取得し、新たな消

防拠点の整備に向けて、「寒川町 PPP/PFI手法導入優先的検討規定」に基

づき検討を行い、整備事業期間やコストの面で総合的に判断した結果、
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デザインビルド方式で整備することが決まりました。 

民間事業者の選定には、公募型プロポーザル方式による参加事業者の

募集を行い、2024年(令和 6年)4月に契約を締結し、2026年（令和 8

年）3月に供用開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 今後の対策 

  

〇役場庁舎については、建物内設備機器類をはじめとする機能の維持を目

的とした修繕を実施し、当面は現状維持。同時に、将来的な庁舎の建替

えの検討を行う。 

〇美化センターについては、藤沢市に湘南東ブロックし尿処理広域化施設

を新設し、2032年度（令和 14年度）より 2市 1町での広域処理を開始す

る方針であることから、2030年度（令和 12年度）までの修繕計画に基づ

く建物内機器類等の修繕を実施し、2031年度（令和 13年度）まで適正な

処理を継続する。 

〇広域リサイクルセンターについては、2031年度（令和 13年度）までの

「長期包括運営責任業務委託」により運営を行っていることから、当面

は現状維持。2029年度（令和 11年度）を目途に、建物内機器類の診断の

実施や次期長期包括運営などに関する検討を開始。 

〇新たな消防拠点については、南部地域（分署）については 2031年（令和

13年）供用開始を目途に整備を目指すため、庁内横断的なチームを編成

し検討を行う。 

〇現行の茅ヶ崎市消防署 寒川分署の土地と建物は、今後の活用方法を検

討。 

〇消防分団施設については、機能維持の修繕を実施し、当面は現状維持。 
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表 33：行政・環境・消防施設の使用目標年数 

施設名称 構造 

経過年数 

2026年 

4月 1日

現在 

法定耐

用年数 

使用目

標年数 

寒川町役場 
本庁舎 

ＲＣ造５階建 

／地下１階 
50 50 60 

分庁舎 ＲＣ造２階建 51 50 60 

別館 鉄骨造３階建 40 38 60 

東分庁舎 鉄骨造２階建 26 38 60 

現業棟・車庫 鉄骨造２階建 50 31 60 

寒川町美化センター 工場棟・ 

管理棟 

ＲＣ造２階建 

／地下１階 
31 38 60 

車庫 ＲＣ造１階建 31 38 60 

寒川広域リサイクル

センター 

リサイクル棟 ＳＲＣ造２階建 14 38 60 

計量棟 鉄骨造１階建 14 31 60 

持込受付棟 鉄骨造１階建 14 31 60 

ポンプ室 鉄筋造１階建 14 31 60 

東屋 鉄骨造１階建 14 31 60 

茅ヶ崎市消防署寒川分署   ＳＲＣ造３階建 36 50 注 9 

茅ヶ崎市消防署宮山出張所  ＲＣ造２階建 0 50 60 

田端分団車庫待機室（第１）   軽量鉄骨造１階建 39 25 60 

一之宮消防車庫待機室（第２）   軽量鉄骨造１階建 39 25 60 

大曲分団車庫待機室（第３）   鉄骨造１階建 37 31 60 

岡田消防車庫（第４）   鉄骨造２階建 26 31 60 

小谷消防車庫（第５）   軽量鉄骨造１階建 41 25 60 

小動消防車庫（第６）   鉄骨造１階建 42 31 60 

宮山分団車庫待機室（第７）   鉄骨造１階建 37 31 60 

倉見消防車庫（第８）   鉄骨造１階建 27 31 60 

大蔵消防車庫待機室（第９）   軽量鉄骨造１階建 35 25 60 

中瀬分団車庫待機室（第１０）   鉄骨造２階建 39 31 60 

一之宮分庁舎（旧寒川交番）   ＲＣ造１階建 46 50 60 

 注 9：現行の消防本部・消防署については、消防広域化に伴う新たな消防拠点整備の

ため、土地も含めた活用方法については別途、検討することとするため、使用

目標年数の設定は行いません。 
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（４）工程表 

前段の「（３）施設分類ごとの基本方針」で述べた今後の対策に関し、 

各施設の具体的な対策実施内容と費用、実施時期については、別紙 1「再

編計画 工程表」に記載のとおりです。 

 

（５）対策費用 

「（３）施設分類ごとの基本方針」で述べた今後の対策に関し、対策に要 

する費用と財源内訳については、別紙 2「再編計画 対策実施費用一覧

（年度別集計 財源内訳入り）」のとおりです。 

この項では、対策費用の積算根拠や財源に関する考え方などを記載しま

す。  
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①積算根拠 
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    ＊対策実施費用の金額は、全国的な統計データや概算見積り、過去の実績

等に基づき算出しており、令和６年度時点でのものです。 

対策実施段階（予算計上時）には今回の金額と異なる場合があります。 

＝詳細設計等を行うことで、金額が増える場合があります。 

注 10：「BELCA」とは「公益財団法人ロングライフビル推進協議会」が発行する、

建物建築後の修繕、保全、更新等に要する費用を建築物の部位、部材ごと

にデータが整備されているもので、平成２年度に当時の建設省、学識経験

者等の指導もと、過去の修繕費等の蓄積データを基に発行されているもの

です。現在まで４回にわたる改訂がされており、実際の活用のされ方は、

修繕予想額の算出にとどまらず、不動産市場における資産査定にも用いら

れています。 

今回の修繕予想額は、平成 29年度に実施した「建築物劣化診断」により

判明した「要修繕箇所」に対する所要額を計上しています。 

 

②資金調達に関する考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地方債 

 ・建築物については、法定耐用年数を超えて使用する場合や機能

強化につながる費用、建替え費用については、地方債を活用。 

 ・建築物内の設備等については、建築物を「使用目標年数」まで

活用するために必要な対策であり、かつ建築物を使用する上で

必要不可欠な設備への費用については、地方債を活用（地方債

の充当が認められないものもあります）。 

 ・財務省からの借入れ（＝財政融資資金）や地方公共団体金融機

構、市中銀行からの借入れにあたる「本債」と、神奈川県から

の借入れによる「県貸付金」の２つの資金調達を想定。 

〇国庫支出金 

 施設ごとに所管省庁による補助制度がある場合は、国庫補助金等

を活用することとして計上。 

〇県支出金 

 施設ごとに神奈川県の補助制度がある場合は、県補助金等を活用

することとして計上。 

〇その他特定財源 

 ・茅ヶ崎市との広域処理施設については、協定に基づく負担割合

の額を計上。 
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③財源内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊上記財源内訳は、令和 6年度時点の地方財政制度に基づくものです。 

＊町債の償還は、償還期間 20年、元金 3年据置、元利均等償還払い、利率 

1.4％と想定し、財政シミュレーション上の公債費へ計上。 
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第５章 今後の対応方針と本計画の実現に向けて         

（１）本計画の実施体制 

過去に本町では、公共施設等の維持管理に関する情報や、修繕、改修等の

実施は、個別施設を所管する課ごとに把握、実施してきましたが、「寒川町公

共施設等総合管理計画」を策定した 2017年（平成 29年）３月より、全庁的

に情報を共有し、管理する体制を築きました（町有地・町有施設利用検討委

員会や公共施設再編計画策定内部委員会）。 

さらに 2020年（令和 2年）には、「公共施設マネジメント検討委員会」を

設置し、公有財産の取得や処分等にあたり全庁的な調整をおこない、利活用

方法を検討することで、公有財産の有効活用に努めています。 

今後も公共施設の更新や維持管理にあたっては、全庁的に情報を共有する

とともに、外部組織である「再編計画進行管理委員会」において、計画の進

捗状況を確認することとします。また、町の総合計画や財政計画等との整合

を図るため、企画及び予算編成部局との連携を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 21：全庁的な実施体制イメージ 

 

 

施設維持管理情報の共有化 

施設更新・長寿命化・大規模改修工事等の優先順位付け 

地域活動 

施設 

保健福祉 

施設 

学校教育 

施設 

文化・ 

スポーツ 

施設 

行政・環境 

消防施設 

公共施設マネジメント検討委員会 

（事務局：財産管理課） 

再編計画進行管理委員会 

（外部組織） 

公共施設等総合管理計画・公共施設再編計画の推進 

町総合計画、財政計画との整合 

予算編成時における施設更新、長寿命化対策等の優先順位反映 
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（２）本計画の改定に関する考え方 

本計画の計画期間は、2025年度（令和７年度）から 2036年度（令和 18年

度）までの 12年間を計画期間としています。これは、本計画が「公共施設等

総合管理計画の実行プラン」であり、実現可能性を確保する観点から中期的

な期間を設定したものです。 

更に、本計画の実現可能性を高めるために、「寒川町総合計画」や総合計画

の財源面の裏付けとなる財政計画との整合を図るため、「総合計画の実施計画

期間にあたる 4年間」を一つのスパンとして、本計画についても 2025年度か

ら 4年単位での見直しを行うこととします。 

但し、社会経済情勢の変化などにより、財政推計等が変動した場合は、4

年間の見直しスパンを前倒しの上、本計画の見直しを行います。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22：計画期間及び見直しに関するイメージ（再掲） 
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（３）その他 

①民間活力の導入 

本計画期間である 12年間の対策の実施については、小中学校の再編や南

部地域の消防拠点整備、庁舎の建替など対策実施費用が大きなものが含ま

れています。そのため、今後の施設の整備や長寿命化対策等の手法を検討

する際には、「寒川町 PPP/PFI手法導入優先的検討規定」（注 11）に基づ

き、町による直接整備以外の手法（ＰＰＰ（注 12）やＰＦＩ等（注 13）の

公民連携手法）や、管理、運営方法についても検討し、財政負担を軽減し

た上で行政サービスの向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注 11：寒川町 PPP/PFI手法導入優先的検討規定 

  公共施設等の整備等の方針を検討する際には、多様な PPP/PFI手法

の導入が適切かどうかの検討を行い、自ら整備等を行う従来手法に優

先して検討を行うもの。 

 

注 12：ＰＰＰ 

  Public Private Partnershipの略。公共と民間が連携し、公共サ

ービスを提供する仕組みのことをいい、ＰＰＰの中にはＰＦＩや指定

管理者制度が含まれる。 

 

注 13：ＰＦＩ 

  Private Finance Initiativeの略。公共施設の整備や運営を民間

主導で行う仕組み。 



- 82 - 

 

②資金調達手段 

本計画期間である 12年間は、国県補助金や町債を活用しての対策実施と

しています。この先、学校再編により、対策実施費用はさらに増額するこ

とが想定されます。 

そこで、先に述べたＰＰＰ手法の検討のほか、資金調達手段として、「住

民参加型市場公募地方債（注 14）」や「クラウドファンディング型ふるさ

と納税（注 15）」、その他の手段の活用も検討することとします。 

 

 

 

 

注 14：住民参加型市場公募地方債 

  地方公共団体が、主に地域住民を対象に発行する債券のことで、ミニ

公募債とも呼ばれる。利率は国債などの利率に上乗せ金利を加算して設

定され、また、自治体に関連するイベント招待券や、対象施設の優先利

用券などの特典が付くケースもある。 

  実施例は、歩道及び県立体育施設のバリアフリー化事業や防災関連事

業費のために発行された、鳥取県の「ゲゲゲのふるさととっとり県民

債、水族館改修事業費のために発行された、山形県鶴岡市の「加茂水族

館クラゲドリーム債」などがある。 

 

注 15：クラウドファンディング型ふるさと納税 

  ふるさと納税制度を活用したクラウドファンディング（＝不特定多数

の人が、インターネット経由で他の人々や組織に財源の提供などを行う

ことを指す）で、地方自治体が抱える問題・課題解決のために、ふるさ

と納税寄付金の使い道をより具体的に事業化し、この事業に共感した方

から寄付を募る仕組みのこと。 

  本町では、2018年度（平成 30年度）に「寒川キャットプロジェク

ト」を実施し、目標額 100万円に対し、108万円のご支援を頂いた。具

体的には「ねこの不妊・去勢手術費への補助」や、「ボランティア団体

との協働」に活用した。 


